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牛 の糞使L食 肉及び許臓 か らの6加 ρアZo加髭凄 の定 性試 験

対象地域及びと畜場

全 国 を6っ の解域 ブロ ックに区分 し、各地域ブ ロ ックに存在す る と畜場 の協力 を得て検体

を入 手 した。

なお、村卑 とした地域ブロックとと畜揚の二覧を表一1に示 した。

卸 と藷 の一覧.1

地域ブ喫1.と 醐 嚇

北海道/東 北

1

2

3

4

5.

6

7

8

9

10
1

関東/甲 信越
.

11

12

東海/北 陸

13「

14

15

ユ6

近畿

17

18

19

20

中国/四 国

21

22

23

九州/沖 纏

24

25

26

27

28

29

30

31

ノ

＼一ノ
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2材 料 『

1と 畜場 にっ き10頭 の牛 を対象 としで 同一個 体か ら糞 便、食 肉及 び肝 臓 を採取 していた .

だ くよ う各 と畜場に依頼 した。 各検体 の採 取にお ける詳細 を以下 に示 した。

なお、採 取 した検体 は冷蔵状 態 で試験 室 に搬送 した。

D糞 便

原 則 として直腸便約50gを.滅 菌 ポ リ容器 に採取 した。

なお 、 と体 によっては直腸 便が存在 していなか ったた め、他 の部位(結 腸、盲腸な ど)か 』

ら糞 便 を採取 した。 また 、糞便 が採取 できない と体 もあった。.

2)食 肉

原則 としてモ モ肉約5Qgを 滅 菌 ポ リ容器 に採取 した。 ただ し、一部の検体 にっ いてはモ

モ 肉の代 わ りに横 隔膜が採取 した。

また、.ム部 の食 肉では採 取量 が少 なかった こ とか ら、試験 に供す る検体量 を少 な くした。

た だ し、増菌培 地の量は変更せず に実施 した。

3)肝 臓`

原則 として総胆 管 に近い左葉約50gを 滅 菌ポ リ容器 に採 取 した。 ただ し、一部 の検体 に

つい ては他 の部位(尾 状突起 な ど)を 検 体 とした。

重た、一部 の肝臓 では採 取量 が少 なか った こ とか ら、試験 に供 す る検 体量 を少 な く した。.

ただ し、増 菌培 地の量 は変更せず に実施 した。

3採 取 と輸送

糞 便(直 腸便)、 食肉(モ モ 肉あるいは横 隔膜)お よび肝臓(原 則 と して左葉)を 約50gず っ無

菌的 に滅 菌ポ リ容器 に採 取 した。

r、 採 取後、蓄冷剤 を入 れた発泡 スチ ロール ボ ック.スに検 体 を保管 し、試験室△搬送 した。

4方 法

1)6加 ρア10加o亡 θ■検 出方 法(定 性)

良 く混 合 した そ れ ぞ れ の検 体50gか ら、i糞便1g、 食 肉25g、 肝 臓25gをPr6ston培 地100ml

に接 種 して42℃ で48時 間 微 好 気 培 養 した 。 培 養 液 をSkirrow寒 天 培 地 に画 線 分 離 し、42℃
　

で48～72時 間 培 養 した。 培 養 後 、 培 養 平板 上 に出 現 した6勘 ρ7Zo加o亡 θ!を疑 われ る集 落 に

つ い てPCR反 応 に よ り6加 〃 ヱo加 碑 θ■か否 か の確認 を行 っ た。 さ らに 、6勿 ρノ/0加06θrが 陽

性 とな っ た集 落 につ い て は 、oブ θブ槻 ゴ あ る い は 己oo万 の いず れ で あ る か を 、 それ ぞ れ の

菌 種 の 特異 的 プ ライ ÷ 一 を用 い て確 認 した。

なお 、PCR反 応 に お け る各 種 条 件 と使 用 した プ ライ マ ー の 配 列 を 図 一1に 、試 験 法 フ ロー

シ ー トを 図 一2に 示 した。

1旨い ♂
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乱PCR反 応液

Tris」Hご1(pH8.3)

KCl

MgC12

dNTP

Primer
..forΨard..

Primerreverse

乃(1polymeヱ 母se

20.㎞M

50m血

2.5mM

即qμM
O.4μM

O,4μM

,0.025.U

且PCR.プ ラ イ マ ー.、

1)6:ノ θ.加7∫ 、6:00互 共 通.

f・ガ ・5'一 飴TCT納TGqCTT飴CbみTTA-3」

.rev.5'一GTAAcTAGTmGTAT↑cc㏄ 一3'

2)6こ 」θ彊艀 特異

fg二r!τG船GAGβGTTTGGρTGGTG己3'

rev..5,一AGCTAGCTTCGCATAATAACTTG-3,

3)61.oo万 特異

,f。…5∵gr軍ATGAT▽CT今gAA今GgρA-3'
rev.5'一4T紬GA6TATcGTCGCGTG-3'

..
.L 一 ノ 「

C.PCR反 応

a)6:」 θ.加 ゴ 、6:.oo万

共 通 プ ラ イ セ ㌣

94℃1分

58℃1分..

72℃ .1分

上 記25サ イ クル

72℃.1分

b)己L1「8」 「z〃7ゴc)

特 異 プ ラ イ マ ー

、

94℃ ・1分 .

66℃1分 、

7旱℃1分

上 記25サ イ ク.ル ・

72℃..1分

.Ooolf

特異 プ ライヤ リ

94℃..1分

.60℃.1分

72℃1分

上記25サ イ クル

マ2℃1分

図 一1PCR反 応 条 件

曳 ノ
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糞 便(1g)、 食 肉(25g)あ るい は 肝 臓(25g)を

Pre$ton培 地100皿1に 接種

.

↓
42℃ 、2日 間 、微 好 気培養

1
増菌培養液をSkirrow寒 天培地に画線分離

1
42℃ 、2～3日 間 、・微 好気培 養

▼

伽卯刀6加o飴rを 疑われ る集落 についてPCR反

応を行い、確認す る。

使用す るプライマーは以下の通 り

① 晦塑弼・加o亡砿 属特異プライマー

② αメθブ㎜ゴ種特異プライマー

③.Ooo五 種特異プ ライマー

図 一26勿 ρノ10加o飴r定 性 試 験 方 法 の フ ロー

一page5一
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2)使 用 した機器 ・培 地等 につ いて

本試 験で使用 した主要な機器 と培 地等の一覧 を表 一2に示 した。

表一2使 用機器 及び培地一 覧(0班 ρ戸6盈 磁 θ⇒

対象1.名 称 メー カー名1機 瀦 号

機器

1

遺伝子増 幅装置(PCR) Perkin-Elmer

Gen6Amp

PCRSystem

9600

電気泳動装置 Advance . MupidH

トラ ン ス イ ル ミネ ー シ ョ ン フナ コシ FTI-20M

培 地

及 び 、

試 薬等

Prest。n培 地 Oxoid ****

Preston培 地 用Selective・SupPlement Oxoid. ****

Preston培 地 用GrowthSupplement Oxoid ****

Skirrow寒 天 培 地 Oxoid ****

Skirrow寒 天 培 地 用 抗 生 物 質 .Oxoid ****

PCR用 勘σ ポ リメ ラー ゼ タカラバ イオ ****

Agarose Sigma ****

100bpDNAレadder(マ ー カ ー) タカ.ラバイ オ ****・

＼../

5結 果 及 び 考 察

1)試 験 結 果

結 果 を表 一3～5に 示 した。

幽 即 ソ10加oオ θrの検 出率 は 、 糞 便 で44%(表 一3)、 食 肉 で12%(表 一4)、 肝 臓 で16%(表 一5)

で あ っ た。 ま た 、 各 と畜 場 間 に お}オる 幽 卿 ノ106aσ`θゆ 検 出率 は 、糞 便 で0～90%、 食 肉 で
.

0～90%、 肝 臓 で0～60%と 大 き な～くラ ツ キが認 め られ た。

糞 便 にお い て は 検 出率20%以 下 の と畜 場 炉9箇 所 あ った 。 一 方 、80%以 上 の 陽性 率 を示

した と畜 場 も6箇 所 あ る な ど、 と畜場 間 で の 陽 性 率 に大 き な差 が認 め られ た 。 ＼ノ

2)汚 染 率 につ いて

定性試 験 にお ける調査材料別 の牛群 内汚染率 、地域内汚染率及び牛群 汚染率 を表一6に示

した。

糞便 に誇 ける砧卯ガo加 σオθ漏 の検 出率は44%で 、 そのほ とん どが61ブθ知刀ゴに よる もの

で あ っ左。 また、.食肉 におレ1ては12%、 肝瞬 におい ては16%の 検 出率で、いずれ の場合 も

汚染 の主体 は6:ノθノ切∫で あった。
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表一3-1...牛糞便 におけ る6助 ρ刀o加o㌍ 瀬 出(定 性)試 験結果(/lg)

.と 畜場番号 試験対象.
検体番号.

1

112.3 .3 4.
1、.=.1.1

51617:8191.10
11..:1;

1

幽 卯 ア1・わ8・古θ∫ 属
ヨ十
1十 十. 十

.

+i一.i.一}+i+i+

α.ノθ刀 ηゴ

;.

_1._

」.

一 十
..■1■ .

+i .」i..一i+i+.i一

己.oo/f +i+ 十 十
卜 、.i÷

+1-1ら1一.1一.1+
1層IrI

.

.}

2 ..

幽 即71・ 乃∂・オθr属 +i+ .十 十
9.1.1

+1+1一.1+:+1+
1.'弓'圏

.oノ θノ吻 矛
「

十1十

{

十 十
臨lI,o

+}+1」.1 ..一.1+1+
ト

己 ∂o-1ゴ.. _ .1_
:

.十 一 一 …7.i.一1.+1一 「 千

1

3.

α7卯 ∫10加o亡 θz属
:一1一 一 一

1,lll
-1-1-1

.一1-1一;L',
"

oノ θブαカ∫ .

.

1.一 一

2
一 一. 1:}..ll一:一

ド ー.17.1一..1『

己ooノ ゴ.. .一i一 一 一 _1_1二1 _1._1_
1.ll.:1

4

..

α 翅ρ710加oオ θ二r属 .
_1」

:

一 一 _.iL.i_i_1_i_.
.「..1.

4.ブθゴ槻 ゴ 一1二 一 一.
.1.lll1

一
.1-1『1-1-1一

0601ゴ..
1.一 一

.;
一 .一 苫 一 欝 一1一 ….一

5.

1伽 ρ7106臨 θr属 +i+ 十 十
1.1.1..璽,

+一.+1+ .1-1+1一II■.■1

己 ブθノ召刀ゴ
..

. .十1十
イ

十 十. +i.+i+i一;+.i .一
ト'

Oooノ ゴ +i+
1

.十 一 _1_一1_1一1 _
lllll

.

.6 .

砧即 ∫1伽o亡 θr属 十 」 十
1

一 十
●lIl.

一 .;+i.一 .i-i-i+

α.ノθノα刀ゴ. ・..+i+. }

. 十 一.iL-i4i_.i+
.1■II

.61乙
01ゴ

. 幽.
.十1十

.

一7 十.
.圏r,.

一1+1一1-1 -1一
酢 璽 欄'11

.7

幽 卯y1・ わ∂・ごθr.属
.

十.1.十

→

.一 一 +トi+i+i+」 .

α ブθノ召刀f 十1十」
一 一

1 .■,.IT

.+.i.二i+i+.i+一
.
.6100互 ..

一i+ 一 一 一1一 …判 一1..に

.
...8

の 卯71・ わヨσ苫θr属. +i.+ 十 十
.lII■

.一1十 ・1.「 … 十.1-1一
.1闘1.■

o .ノεデα刀ゴ...『 一

1

十.1十..
.十 . 十 一i+i 一.i-i-i_

Oooヱf

イ
_.1_

i.

一 十 .に1.誓 〕.「
il.1

9

α切ρ710加oオ θr属

1
-1十

.1

十 一
}2

一.1-i一.i.一i+
.+

.oゴ θ∫槻 ゴ. 一;+. 十. 一
卜1・1 .,,

一lrl-1.一1+1十
1■II脚

己oo五. _1」

:

一 _.. _.1_1_1一1 _1_

lllll .

..10

6鋤 ア勧 観 θr属
1-L一. .一 一 _一_i_1一i_i._

`.1. .

己 ノθブ8〃f.
旨

_1_

」.

一

r

一 ll'.}.1.l

rlア1一.1}1一..1一

.`oolf 2一 一
.1 ..

一 　 一.、1.
.一1一 ト1-1.一

.1

へ

..・

/
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.表一3-2.L .牛糞 便 に お け る 伽Pガ ρδ∂o`跡 検 出.(定 性)試 験 結 果(/19> ..

.L

と畜場番・号
.試 験対象..

.検.体番号.

1. 2 3 4

flI
5:61718

;Ol
19 10

11.

..伽 ργ1・み・・6・ノ 属. 一 十. 一 一

…1

-1十

1.

+{..+
■

十 十

己 ゾθブロηゴ 一 十 .一 一 二1 .十.
L.

十.1十」
.十. .十

.6Lco1∫ 一 　 一 『 一.i一 一i一 一 一

12.

砺卯710伽 欝 属
' .十

一 一 一 1.一 一.1
.1一 .一

.1.
　 . .一

ニ ノθ力 刀ゴ. 十 一 一 一 _1 ._
}

_ ..1.._
1.

一 一

.61.oo1ゴ 一 一 一 一
「

rl}
、...

一1一 . _. 一

13.

.6勘
ρ翼o加o亡 θ1属 十 皿 十. 十

1

十.1十L .

.1
.

十1一
.1

十. 十

¢ ノθ力 ηゴ. 十 三 . 十 十
.+i+ ...

.■
..十1一.

4
十. 十

Ooo1ゴ 十 一 一 『 _1二 .1
..

_.1」

3

一 一

14.

6拗 ρ710加o蹴 属 十 一 一 『 _1_
.レ

脚

+.i+
.蒐 .

一 ÷

`ノ θノ〃ηf. 十 一 一 一 一i一
. 十.1十」 一

. 十

αoo1ゴ.. 一 一 一 一 一.i一
. 「 .ト 一 一

15.

」

o朗 ρガo加oオ θ!属 十 一 一 一 .+.i.+ _1_.
3

一 一

oノ θ抑 ゴ .
一 一 一 一

1

十1十 .
ト

高1_
1.

一. 一 .

αoo1ゴ 十. 「
_

..
_. _1_

2

、
一.;一

.
一 一

1

16

6如 ρ710加o雄 属 十 一 十 .一 +...i+
璽

十.1十
」.

十. .一.
1`oノ

θノ η々ノ 十 一 十. _. +i+ +i+ 十 一.

α.`01ゴ. .一 一 一 一 _1_
..}. .

_.1_ .
..【

『 一

1

17

伽 即7ヱ ・∂∂・ごθτ 属
_L 一 一 一

.;

十1一

ト

.二 .1_

3

一 一

己ノθブ雌. 一 一 一 『 十1.一L _.;_
.

」.

.

_ 一

.
61001ゴ.

一 一 一 ..一 .一 ト .:.
一 一

:
_. 一

1
.

18.

幽 躍ρガo加oオ θr属
一 一 .一 一 一

.i+.
一 .i.+. 一 一

搾fρf匪rnず.ピ.ノ 冒ぜ 一``占 .
一 『 一 一 一i+

. ■.
_・.十

}.「.

}
一

αco1ゴ _「 一 .一 一
「

一1 .一
.

1.
一 .1『 一 一

19

幽 卯71・ 加`汐 θr属
.

_. 一
..十 十 .

3

十1.十
1 .

1..十.1十
,

十 十

己 ノθノ〃ηゴ 一 _.

十 十
1.

十1.十
1 +i+ .十

.十

.61001ゴ. .一 一 一 一 _.1._
:

_1_
:

一 一

.20

飴 塑y1・ 伽 診θ■ 属 一 .一

一一 騨F,.

一.

一 一 _1_

:

旨
一

..1『

2

一 十
一 一. L「 曹 罵 一 一 一一

観 ブθ.ノ〃刀f.

暫

一 一 一. .
1...

一
..1　 .

_1_
.1

一 十

己.oo!f. 一 一 一 一
卜

一1一
圏.

.1 .
一}

「

} 一
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表 一3-3牛 糞 便 にお け る'6加 ρ710加 説 θ鹸 出(定 性)試 験 結 果(ノ1g)

..と畜場番号 ...試 験対象 .

.検体番号 ・
.

ρ

1. 2 3 4
.5

6

、

7 .18.:
.9 . 10

21.

.{毎加7/o加o飴r属 一 一 . 一 一 一 十
i

-1十

脚.

一 一

6.ノ θブ〃刀で
一 一 一 一 一 十. 一1十

1 「
_.

6001ゴ.. 『 一 一 一 一 一 一 ト 『 一

乞2.

幽 即 ア=1σ∂∂ozナθ■・属. 十. 十 十 十 一 一 .一i+ .一 一 .

.
の ・加 ゴ.

..十 十 一 十 .一
一

1
.一1十.

→

.
.一

一

6.ooノ ゴ .、
一 一 .十 マ 一 一 _1_

:

一 .. 一

23

..

砧卯弼o加 碗砿 属 十. .一 .　 十. 十 十. +i、+ 十 十

己 ゴθゴ〃ηf .
十 一 一 　 十 十

・.
十.1十

4.
十 一

`σ01f
一 一 一 1十 .

一 .一 +i .一
..
_ 十

、

24

6加 ρπo加oオ θヱ・属
一 .十 一 一 十 .十 +i一 .

1

」 一

己 ノθプ枷ゴ .一. .十 一 一 十. 十 ÷1- 」 .
一 一

乙601f 一 .

_ 一 一 .
._ 一 一 ト 一 一

..25

幽 卯7ヱoわ ∂oオθヱ 属 十 十. 十 十 十 十

.

1一 一
1. .

十 一

己 ノθノ・ηゴ. .
.十 ..十 ..十

十 . 十. .十 _1_
3

十 一

.6:σ01ゴ'
『 一 一 一 十 一

1
一1一 一 一

26

.6勿 ρ710わ ∂oオθz属
_. 一 一 一 十 一

.1

十1一
伽

十 十

`.ノ θノμ〃ゴ
一 一 一 } 十 一 一 ト 十 十

6co1ゴ
一 一 一 一 一 一 +i一 .十. 十

27

.

{加 ρ71∂占∂oオar属 .
.十 十. 十 一 一 十 +1+

1

一 一

己 ノθブ召ηゴ . 十 十 十 一 一 十 十1十 」 一 一

己oo1ゴ ..
『 一 一 .

_ _. 一 .+ト 一 一

.28

α瑠 ρ710加o亡 θヱ 属
一 *** 一 一 *** *** +i

、+
.十 一

乙 ノa.ノ助ゴ.
一 *** 一 .一 *** ***

1
十1十 」

弓

十 一

6001ノ. 一 .***
.
一 一 *** ***

._.1_
2

一 一

2gr

.6加 ρ7/oか∂o飴r属. 十 十
.

_. .十 .. .
.一

　 3-1一 十 一

4ノ θノ〃〃∫1

.
十 十 .一 ..十 一. 一

1.,
一1一.

.1

.

十 _.

己 β01ゴ:
一 _. 一 十

..二
一 _.1.」

:
.一 一 .

.30.

α遡 ρ710わ θo亡θヱ 属
.十

_. 一 十 一 .十
.

+i .一÷
1

.

_ 十

`ブ θノα刀ゴ
一 .一 .

一 十 一 甲 十1一」
一 .十 .

Ooo1ゴ. 十
.

「
一 一 一

. 十 .
ll-
1}

一 _.

***直 腸便 がなか った ため、試験不 可

」「 、
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表.3-4牛 糞 便 にお け る 伽 ρ7ノ。わ。。オ。、検 出(定 性)試 験 結 果(/19)

と畜場番号 試験対象
.検体番号

1 2 3 4 5・ 6 7.1 8 9 ilo

31

幽 躍ρ710わ ∂o`θz属 一 .一 一 一 一 一 ._i
I

一 _.1 i一

.6:プ
θノ〃々 f 一 一 一 一 一 一 _i 一 一 i_

己oo万 一 一 一 一 皿 一 一i

l

一 一

i一

ノ
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表 一4-1牛 肉 に お け る6加 ρ710飴o`θ 鹸 出(定 性)誠 験 結 果(/25g)

と畜場番号 .. .試 験対象

.検体番号.

1 2 3 4 5 .6.i7.;.8
,1

9 10.

玉.
1

砧即71ψ θo加r属.. 一 一 十 一 .十
'

幽1

十1-1十 率1
欄 卿

『 十

`ノ θノ齪 ゴ
一 一 十 .一 十

Ol
十1二1十*1

,1.

『. 一

己ooノ ゴ
一 一

. 十 一 一 _lr .;一 穿1

11

一 十

r

2 .

α翅ρ710加o飴r属. 一 一 一 一 十
1,

一lrj+ 一 ・ 十

.(λゴθ∫助 ∫ .
_ 一 一 一 十

.8.,
一1-1十

.1, ・

一 一

Ooolf } 一 一 一 一 _ .1_1.一ポ.
.』1

一 十

3

幽 塑71伽 ・孟θz属 一 一 .一 一 一 ._:_i_
ll

一 一

己 ノθノαρf. 一 一 一 .一 一 _'1_1_
1..

一 一

己601ゴ.
一 } 一 一 一 一1-1一

圏 昌

一 一

4

α溜ρ710わ8c亡ar属. 一. 一 一 一 一

.
1.レー 一 一.1

.1
一 一

己ブψ 刀ゴ. 一 一 一 一 一 _「_1_
ll.

一 一

Ooo万. 一 }

.

_ 一 } _1_、 一
1.i.

一 一

1

5

幽 卯 刀 ・加 ・オθr属 一 . 一 _*2 一 一
ll

-1} .1一 一 一

o/e .ノ醗f
一 一 _*2 乱 .

_

.1;
}『 一

ll
一 『

己 台01ゴ
.一 一 _累2 一 一 _.1._1し

1.1.
一 一

.
.6.

6加 ρ710わ ∂o亡θr属 十 ÷ .十
.十

. 十
.1

十1.十1.十
「1

一 . ÷
..

0.ノ θプ跡 ゴ. 十 一 一 『
.十

+i .一i.一
」

一 十

.こoo〃. 一 十 十
.

十 十. .十.1十 .1十
,■

一 一

.7

砺 卯 刀 ・わ∂・オθr属. 一 ._ 一 『 一 1.:一 ..一 一
1.:..

一 }

oノθノ副.. 一 一 一 一 一 _1_1_

ll

一 一

Oooノ ゴ.
一 一 一 一 一 .「.1. 一1 .一.1-

ll.1

一 一

1

8

.

幽妙1・ 伽 亡θr属 _*2 』 一 _*2
.

_ .一1一 .i.十」1 _*1 一

.

oゴ θノロη∫ .
_*2 一 .一 _*2 一

・1
-1一 .1十

1■
由*1 一

己oolf.. _*2 一 _. _*2 一 _1._:.一
ll

_*正 一

1

9 ..
.

1

幽 即71・ ム∂・`θr属 一 _. 一 一 一 _i_i._
}1

一 一

.61喪 ノμ加 ..
一 一 . . 一 一 一 _1_.1_

1」 .

一 一

αooヱ ゴ
.

_ 一 一 一 一 . 一1-1.一
.1 .1

.一 　

10

.α
遡ρ刀oか ∂魔 の・属 「

一 一 一 一 1:.一 一 一
1:..

一

.

_

oノ θノ㎝ ゴ. .
一 .一 一 一 一 rl_1ユll 一 一

.6100!f..
.一 一 一 『 一

r、
一.1二.1一

,1

一 、 『

＼
幽
..

.

.
.

*1～*2検 体 力弍少 量 しか な か っ た為.、試 験 に供 試 した:量 を以 下 の様 に変 更 し た。

*i.=10.g魂*2:20g、
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・ 表 一4-2 牛 肉にお ける6勘 ρガo加o亡 θ鹸 出.(定性)試 験結果 .(ノ259)

10

一

一

一

一

一

一

一

【

}

7

一

一

一

「

一

.
一

一

一

一

一

一

一

「

一

十

十

一

一

.

「

.

一

τ

T

▼

竃

」

.

司

9

一

一

【

一

一

一

　

一

一

十

十

一

一

一

一

一

一

　

一

一

㎜

7

一

一

十

十

一

一

.
「

一

「

■

J

「

■

」

司

8

一

一

一

一

一

一

一

一
.

一

十

十

「

一

一

一

一

一

」

一
.

一
.

「

」

一

一

一

一

一

一

一
.

一

「

」

「

.

7
.

一

一

一

[

一

.
〒

.

一

一

一
.

.
十.

十

一

一

[

一」

一

「

一

二

.
一

一

二

一

}

一

一

一

.
一

一

一

」

.

号..番
.

ρ0

.

一

.
」

一

ト

一

.

F

一

一」、

一

一F

　

一

」

一

一

一
.

[

」

「

「

一

一

一
.

一

一

.

一

十

十

一

一

「

一

体検

5

一

一

一

一

.一

一

十

十

一

一

}

一

一

一

一

一

一

一

[

.
一

一

一

[

一

十

十.
一

一

一

7

」

P

.

」

r

4

τ

一

「

一

二

一

「

十

.
十
.」

十

十

一

一

一

「

」
.

一

一

一

一

」

一

.

7

」

一

一

一

一

一

一

3

可

一

「
一

一

}

.
　

十

十
一

一

一

一

一

一

一

「

」.

一

一

」一

一

一

一

.
一

十

十
}

一

一

一

」

哺

2

.一

一

〒

.一

一

一

一

一

一

[

一

一

一

　

一

一

一

一

一

一

一

一

一

7

一

[

一

「

一 .

一

「

「

「

」

哨

1

一

二

二

一

一

一

一

一

一

一

一

一

　

}

一

一

一

一

一

一

一

十

十

「

一
.

一

一

一

一

}

対験試 象..

属r.θ..㏄加107即飴.
.

-㎜.」θ.」α

万00己

.
属砿α.加107卯砺

.
.

ヱ㎝.ノθ.」α

万00畠

属τ狛0加
.!07即.幽
.

-槻.ノθ-」己

.
-010己

1

属礎㏄.加10y卯畠

.
■

.……

.

」.θ.ノ0

...万00己

属σα加0!7.卯砧
,

ヱ槻.ノθ.」己

.五.00α

属r.飴即砧ノソ卯幽
.

-如 ..」θ.ノ0

互000

属r飴0加0π塑幽
.

ヱ助,ノθ.」£.

互.ω己、

属r惣即の-一7塑..幽
.

.

-助.」8..」己.

万00.0

属卯碗加0ガ脚砧
.

-㎜

.

の

..

」0

.万000

属1房80061γ.即幽

、
-.切.」θ.」0

万000

1

.

号.番場畜

11

12

.

13

」

14

.

15

16

17

18

19

20 .

と

..
㌔、 .ノ

..
＼.ノ=

1

ー
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表.一4-3牛 肉 に.お け る6加 ρ臥10加o雄r検 出(定 性)試 験 結 果(/25≡9)

と畜場番号. 試験対象
、

検体番号

1 2 3 .

T

4

r

5
「

6 7

「

8 9 10
...

21.

.

6加 ρ710680亡 θZ属 一 一 一 一

`

一

L

一

」

十 十 一 一

`ノ θノ湖ゴ 一 一 一 一

◎ .一ト

一 十 十 『. 一

`oo/f. 一 一 一 一 一

卜

一

卜

十 十 一 一

22

砺 皿ρガoわ ∂6詐.θr属 .
皿 一 一 一 一 一 一 } 一 一

己 ノθノ㎜f 一 一 一 一 『

L

f

一

L

_. 一

㍉

一 一

Ooo1ゴ 、
一 一

} 一 一 一 一 一 一 一

23

幽卯71θ わ∂o`θr属 一 一 一 一 一 一 . 一 　 一 皿

` .ノθプ㎝f
一 一 一 甲 一

r

一

F

一 一 一 一

α.oo1ゴ. 一 一 『 一 一 一
「

『

、

一 一

T

一

.24

侮 辺ρガo加o孟 θr属
一 一 一 一 一 『 一 一 一 一

o∫ θ.ノ㎝ ゴ .
一 一 一 一 一 一 一

:

_ 　 一

己.oo〃 一 一 『 一 一 一 『 一 一 『

25

幽 伽710んaoオar.属 一 一 一 一 一 一 『 一 十 一

`ノ θブ〃加 一 一 一 一 一 一 一 _. 十 一

Ooo2ゴ. 一 .一 一 一 } 一 一 一 一 一

26

1

α吻ρ7ヱo加碗 θr属. 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

α ブθ.ノαηf.
一 一 一 一 .一 『 一 『 『 一

Ooo1ゴ 一 一 一 一 『 一 ヂ 一

▼

一 一

27

幽卯 ガo占ao彦 θr属. 一 一. 十 L一 二 一 十 一 一 一

ニ プθ.ノ槻 ゴ
一 一 十 一 一 『 十 一 『 一

Ooo1ゴ 一 一 『 一 一 一 一 一 　 . 一

1

28

幽 皿OJ40加oオ 飢 属 一 一 一 一 一 一 一

1『

『 . 一

己 ブθノ伽ゴ 一 _. 一 一 一 一 一

」

「

一

」

一 一

1

0001! 一 一 一 一 一 一 一
_. 一 一

29

6冶辺ρJ40わ ヨo亡θz属 一

「

一

「

一 一 一 『 一
..

_ 一 一

o∫ θノ〃刀ゴ
一 一 一 一 一 一

「.

{

,

.
_

■

皿 『

Oooヱ ゴ

、

一

T

} 一 一 一 一

■

一

■

「

、

一 一

30

と加 ρ710加 ρ飴τ 属 一

」

一

」

6 一 } 一 一

」

一

」

_.

温

一

oブ φ α加 一 }

「

一 一 一 一 　 一 一 一

Ooolf 一 一 . 一 一 一 一

鯛

『

→

よ
◎

一 一

」

L
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表 一4-4 牛 肉 にお け る0鯛 ρンノo加oオθヱ検 出(定 性)試 除 結 果(/25.g)

と畜場番号 試験対象
検体番号

1.1
:2

3 4 i5i 6 7、 8 9 10

.31

砺 勿ρア10わ80オ θ∫ 属 一 i_
:

一 一

ll
l1

7.1
一 一 一 一 一

.6:ノ
θ力 ηゴ 一 i_ 一 一

ll

:一1
一 一 一 一 一

己ooノ ゴ
一 i_

:

一 一 一 一 一 一L 一 一

、」 〆



r
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表 一5二1牛 肝 臓 にお け.る6勘 ργ10加 σ`θノ検 出.(定 性)試 験 結 果(〆25≡9> .

号番体検
.

10

.
十.

二

十

十
一

十

一

一

一

「

一

[

判一

判一

嘱一
.

判
十

闘
十

訂二

.一 .

一

}

一

　

二

一

一

一

一

㎜

一

9

一

」

「

十

十 .

[

【

一

「

一
.

「

[

粗一

帽[

昭7

」

一

一

.

一

一 .

一

十

十

一
.

一

一

一

一

一

一

、
.

8
.

層

層

8

1

.

.

.

7

■.

,

I

l

I
』

弓.f

』

一

一.1,.∂,,1

■二一III.IIIII「一

一■.
.

1.「「」II.一

十

.

「

}

}」.闘-層一

十

「
.----J-」

脚

一

一
..ll.L.1「

監
.一一

一.

.■..「■「「層脚.[

一,5
「
「」..T.:

一

一、-.

8

.
.一「「1.一

二...,一IIIl一

.

「監,
「
「一IIlI一

一l-

ー

ピ「.IIII一

胡「.-1
卜栃十

.

I

」

8綱十

踵「
蛎十

.

.

.

.

」
,

膨

「
1呵

十
判」

.、1■lJ..l
l.朽

一 .
.

村[

・
「.
.,1̀

1一■8■.十

[一層
-

蓼一〇■・.十
「

　
■ .

:
,

、

一

..1■
=十

一●1」

l

J
I

l

I

I一

,
レ

L

【

.

一一IIl

I
」

一II
I

I「III闘一.

ナ

.

I

I

■

7

.

I

I
I一

■

十

層

」

1

.

」一.-.O.一

一」
レ

.

一151

1「

一h

…

一ll
.

1.一

」一.1
`
1一.

、
..

T

l

l

`

1

、

l

I

I

I[IIII一

一

・
.

」II圏.層■,■

o　一.1卜.ー1」-1「17.一

ユ
■

「
「

「一.rレ■一

5

十

.十
.

十

十

十

「

一

一

一

一
.
.

一

.

一
..

紹一

粗一

紹一

一

一

一

一
.

一

一

一.

【

.

一

一

一 .

一

一

ト「

一
.

4
.

τ

.
一

「

一

十.

十
.

一

一 .

二

一

㎜

一

二

蜆十

昭.十

岨.」

十
}

十

一

}

.

一

.

十
「

十

十
.

「

【
.

一

一

一

「

.
3

十..
一

.
.

+

一

.
一

.

.

[

一

一

一

一

「

一

一

一

マ
.

+
.

十

十

一

一

「.

「

㎜

一

一

一

一

一

7
.

「

2

一

.

「

一

一

.

}

一

一

「

一

一

一

一

杜.十

判.十

机【

十
一

十

一

一

一

.
「

一
.

一

一
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表一6-1糞 便 における各汚染率(定 性)(%)

汚染率
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1り の検体数×100
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検体数x1GO
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表絹一2食 肉における各汚染 率(定 性)(%)

近畿 中国/四 国. 九州/沖 縄.

17 18 19 20 2三 22 23 24 25. .26 27. 28 .29 30 31

0 10 50 0, 20、 0
』0

o 10 0 20 0・ .o Q. or

0 10 56 .0 20 0 0 0 10 .0 20 ρ .0 0 0

0 0 0
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牛群 内汚染率(%)=1と 畜蝪当た りの(乃 加甥o加 σ如r

が検出された検体数÷1と 畜場当だ

りの検体数X100 .

地域内汚染率(%)一1繊 当たりの 画 蜘 ゐ躍 。。が

検出きれだ検体数÷1地 域あたりの

検体数×.100

牛群汚染率(%)一 ゆ 励 磁 ・・が検出された検体数

÷調査対象検体数x100
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表一6-3肝 臓における各汚染率(定 性)(%)

汚染率 試騨対象

と畜場略号

北海道/東 北 関東/甲 信越
「

東海/北 陸

1 2 3 4 5 6 7 8 .9 10 11 12 13 . 14 15 16

牛群内汚染率

幽砂γん加o飴z属 30 50 0 0 40 50 0 30 o 0 20 0 40. 10. 40 0

OJb力 ηゴ 10 40 0 0 40 30 0 30. 0 o 20 0 30 fo 30 0
.
61001ゴ

.

30 10 0 0 0 40 . 0 10 0 0 0` 0 10. 0 10 .0

磁 内汚染率

幽 即 ガoわ ∂o云θz属 20 10 23

o.メ θプ吻 ゴ 15 正0 18

Oooノ ゴ 9. 0 5

牛群汚染率

砧卯γ!伽 ・研 属 16

己.ノ θノひηゴ 14

Ooo1ゴ 4

近畿 中国/四 国 九州/沖 縄

17 18 19 20 21 22i23 24 25 26 27i28 29
.

30 31

0 0 0 0 10 20 0 0 20 10 50 10 10 60 0

0 o 0 0 1b 20 o 0 20 10 50 10 10 60 0'

0 0 0 0 o 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0

0 10 20
『0

.一

幽
一.10.

一

20

0 0 1

牛群内汚染率(%)扁1と 畜場当た りの 砧 皿刎b加 σ飴r

が検出された検体数÷1と 畜場 当た

りの検体数X100

'地域内汚染率(%) 量1地 域当た ワの 磁剛o加06θ!が

検出 された検体数 ÷1地 域あた りの

検体数X100

牛群汚染率(%)r(乃 加励 加c孟甜 が検出された検体数

÷読査対象検体数 ×100

[

葛
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第2部 牛 の糞 便 、 食 肉及 び肝 臓 か らの6勿 ρ710わ∂o狛rの

定 量 試 験

＼_ノ
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牛 の糞 便 、食 肉及 び肝 臓 か らの砲卿 ガo加 菖 θrの 定 量 試 験

対象 亀域及 び と畜場

全 国 を6っ の地域 ブ ロック に区分 し、各地域 プ ロ ックに存在す ると畜場 の協力 を得て検体

を入 手 した。

な お 、 対 象 と した地 域 ブ ロ ック と と畜 場 の 一 覧 を表 一7に示 した 。

表一7 .と畜場 の 一 覧

地域 プ ロツク と畜場略号

北海道/東 北

1

2

3

4

5

6

7.

8

9

10
1

関東/甲 信越
11

12
1

東海/北 陸

13

14

15.

16
1

近畿

17

18

ヌ9

20

中国/四 国

21

22

23

.

九州/沸 縄

24

25

26

27

28

29

30

31
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2材 料

1と畜場 につ き10頭 の牛 を対象 として、 同一個体 か ら糞便、』食:肉及 び肝臓 を採 取 していた

だ くよ う各 と畜場 に依頼 した6各 検体 の採取 にお け る詳細 を以 下に示 した、

なお、採 取 した検体 は冷蔵状 態で試験 室 に搬 送 した。

1>糞 便

原則 として直腸便約50gを 滅菌 ポ リ容器 に採 取 した。

なお・:と体に よっては再腸僻 が存在 してい なか った ため・他 の部位(結 腸 ・盲腸 な ど)に

変 更 したgま た、糞便が採取 できない と体 もあった。

2)食 肉

原 則 と してモ モ 肉約50gを 滅菌ポ リ容器 に採 取 した。 ただ し、一部 の検体 につい てはモ

モ 肉の代 わ りに横 隔膜が採取 され てい た。

.、_.ノ

3>肝 臓

原 則 として総 胆管 に近 い左葉約50gを 滅菌 ポ リ容器 に採 取 した。ただ し、7部 の検 体 に

つ いて は他 の部位(尾 状突 起な ど)を 検体 と した。

3採 取 と輸送

糞便(直 腸 便)、 食 肉(モ モ 肉 あるいは横 隔膜)お よび肝臓(原 則 と して左葉)を 約50gず つ 無

菌的 に滅菌 ポ リ容器 に採取 した。

採 取後 、蓄 冷剤 を入れ た発 泡 スチ ロール ボ ックス に検 体を保管 し、試 験室へ搬送 した。

4方 法

1>6碑 ρア10わヨ質 砿検 出方法(定 量)

各検 体10gに 滅 菌 リン酸緩 衝生蓮食塩水90魁 を加 え、十分撹幹 して試 料原 液 とした。

常法 に従 っ.てio倍 段階希釈 液 を調製 した。試 料原 液及 び各10倍 段階希釈液 をPreston増 菌

培 地10mlの 入 ったポ リ容 器(30、血1容)3本 ずつ にそれぞれ接種 し、42℃ で48時 間微 好気培

養 した。培 養後 、培 養液 をSkifrow寒 天培 地 に画線 して42℃ で48～72時 間微 好気 培養 した。

Skirrow寒 天培 地 に出現 したカ ン ピロバ クター を疑 え る集落 にっ いて、6拗 ρylo加o房r共

通プ ライマ ー(61ノ θノ枷ノ、Ooo万 対象)と 、.αノθ喪湿 及びOoo万 それ ぞれ の特 異的 プラ

イマー を用 いたPCR法 に よ り確認試験 を実施 した。

なお、食 肉及び肝 臓につ いては、検 出感度 を さらに10倍 上 げ るために検体1gず っを

Preston増 菌 培 地10mlの 入 っ た ポ リ宕 器(30m1容)3本 に.それ ぞれ 接 種 す る操 作 を加 え た。

な お 、PCR反 応 にお け る各 種 条 件 と使 用 した プ ラ イ マ ー の 配 列 を図 一3に 、試 験 法 フ ロー

シー トを図 一4に 示 した。
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.B
.PCR反 応液

Tris-HCl(pH8.3)

KCl

MgC12

dNTP

Primerforward

Primerreverse

俊7(7polymerase

20mM

50mM

2.5mM

200μM

O.4μM

O.4μM

o.025u

C. .PCRプ ラ イ マ ー

4)6:ブ θノασ∫ 、Ooo五.共 通

for.5'一AATCTAATGGCTTAACCATTA-3'

rev.5'一GTAACTAGTTTAGTATTCCGG-3'

5)α ノθゾ伽 ゴ 特 異

for.5,一GAAGAGGGTTTGGGTGGTG-3'

rev.与,一AGCTAGCTTCGCATAATAACTTG-3,

6)6:0σ 互 特 異

fQr.5'一G(}TATGATTTCTACAAAGCGA-3'

rev.5'一ATAAAAGACTATCGTCGCGTG-3'

D.PCR反 応.

b)6二JlθLノ 「躍～ゴ 、6二 〇〇ノゴ

共 通 プ ラ イ マ ー

b)6:.メ θLノ吻 ノ

特 異 プ ラ イ マ ー

c)αoo1ゴ

特異 プ ライマー

.94℃1分

58℃1分

72℃.1分

上記25サ イ クル

72℃1分

94℃..1分

66℃.1分

72℃1分

上記25サ イ クル

72℃1分

94℃1分

60℃1分 .

72℃1分

上 記25サ イ クル

72℃1分

図 一3PCR反 応 条 件

脚
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糞便 、食肉あるいは肝臓10g十PβS90皿1

食肉、肝臓 についてはlgの 直接接種 も実施

1
.Prest・n培 地 に接 種

・鯉N3本 法

・原 則 として3段 階

「ド

42℃ 、2日 間、微好 気培養

u

増菌培養液をSkirrow寒 天培地に画線分離

↓
42℃ 、2～3日'間 、 微 好 気 培 養

ー
.砺卯7/o加o亡研 を疑われ る集落 についてPCR反

応 を行い、確認す る。

使 用す るプライマーは以下の通 り

① σ卿 虹o加o蹴 属特異 プライマー

② αノθ力加 種特異プライマー

③ α・・五 種特異プ ライマー

.ノ ノ

塵

陽 性管数 を基に各菌種 あるいは属の最確数(MPN)を 算定する

図 一46加 ρ7/o加 虎 θr定量 試 験 方 法.
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2)使 用 した機 器 ・培地 等 について

本試験 で使 用 した主要 な機器 と培 地等 の一覧 を表一8に示 した。

表 一8使 用 機 器 及 び 培 地 一 覧(6勘 ρ710加 碗 θzう.

対象1名 称 メーカー名.1雛 番号

機器

遺伝子 増幅装置(PCR) Perkin-Elmer

.GeneAmp

PCRSystem.

9600.

電気泳動装置 Advance Mupid∬

トラ ン ス イ ル ミネ ー シ ョン フナ コシ FTI-20M

培地 .
及び

試薬等

Preston培 地 Oxoid 零***

Preston培 地 用Sele6tive-Supplement Oxoid
ラ

****

Preston培 地 用GrowthSupplement Oxoid ****

Skirrow寒 天 培 地 Oxoid ****

Skirrow寒 天 培 地 用 抗 生 物 質 Oxoid ****

PCR用73σ ポ リメ ラー ゼ タカラバイ オ ****

Agarose Sigma ****

100bpDNALadder(マ ー カ ー) タカラバイ オ ****

5結 果及び考 察

D試 験結果

結果 を表一9に示 した。なお 、表に は定性試験 の結 果 も併せ て示 した。

伽卯戸o加o孟 θr属の検 出において最 も菌数が高か ったのは、糞便 では2.4×106/g、 食 肉

で は4.3×102/g、 肝臓 で は9.3XlO2/gで あった。

定性試験 で陰性 と判 定 きれた に もかか わ らず 、定 量試 験で陽性 と判 定.され た項 目が、糞

便で94、 食 肉で15、、肝臓 で78項 目存在 した。増菌培地 の量 と接種 量(サ シプル サイ ズ〉につ

いては平成15年 度 の検討結果 で は問題 ない こ とが判 明 していたが 、6勘 彫10加oオ θ切 生育

を抑 制す る何 らか の物質 が糞便 や肝臓 中 に含 まれ ていた可能性や 、他 の微 生物 に抑 制 され

て しまった可 能性 な どが考 え られた。

2)定 量試 験 にお ける汚染 率について

調 査材料 別 の牛群 内汚染率 、地域内汚染 率及 び牛群汚染率 を表一10に示 した。

糞便 にお け る6勘 ρ710加 銘 砿属 の検 出率 は49%で 、 そのほ とん どが61ブθノ伽ゴによるもの

で あった。 ま た、食 肉 におい ては8%、 肝 臓 におい ては25%の 検 出率で 、肝臓 の検 出率の

酵 うが高 か った。 なお、食 肉 と肝臓 のいずれ の場合 も汚染の主体 は0ブ θプ鵬ゴで あった。

一方
、牛 群 内検 出率 において定性試 験の検 出率 俵 一6)と比較 す る と、 糞便 と肝臓 にお い

ては定性試験 で検 出率 が低い傾 向が見 られた。接種す る検体 量が多い に も関わ らず定性試

験 で検出 率が低 くなった理由 と して は、糞 便や肝臓 に含 まれ る成 分が カン ピロバク ターの

増殖 を抑制 した可能性 も考 え られた。

か

h
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3)定 性試験 と定量試験 をあわせ た汚染率につい て.・

定性試験 と定量試 験 のいず れかで幽即アノo加oオ砿 が検 出 された場 合 を陽性 と して、調査

材料 別の牛群 内汚染 率、地域 内汚染率及 び牛群 汚染率 を表 一11に示 した。.

糞 便にお げ る6細 ρ刀o加 砿 θ2属の検 出率は55%で 、その ほ とん.どが61Jlθブ召ηfによるもの

で あった。 また、食 肉 にお いて は13%、 肝臓 におい ては27%あ 検出率 で、 いずれ の場合 も

汚染 の主 体はaノ θノ猷加 で あった。

一方
、牛 群 内汚染 率 におい て定性試験 と定量試 験 の検 出率 き上回 る場合が認 め られ、特

に糞便 に:布いてそ の領 向が高か った。 これ は、 定性試 験 と定 量試験 での検出結果 が一 致 し

ない検体 炉多か った こ とを意味 し、糞 便 を検体 と した場合 の培地 にはカ シ ピロバ クタムの

増殖 を抑制す る成分 の除去 に関す る工夫が必要 であ る とも考 え られ た。
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表 一9-1牛 に お け る6勘 ρ刀0加 詑 θ瀬 出(定 量:)試 験 結 果(/lg).

と畜場

番号

検体

番号

試験

部位

試験対象

6勿 ργ10加o亡 θヱ属. oノ θノα刀ゴ Ooo1ゴ

ρ

1

糞便. 〈3.0 十 〈3.0 一 <3.0 十

食 肉 〈0.30
一 <0.30 一

〈0.30 _.

肝臓 <0.30 一 <0.30 一 〈0.30 }

2

糞便 2.3×104 十 3.0 一 2。3×104 十

食 肉 〈0.30 .
一 〈0.30 一

〈0.30 一

肝臓 く0..30 一 〈0.30 .} 〈0.30 一

3

糞便 2.3×104 十 2.3×104. ..い 23 十

食肉 24 十 0.36 十 24 十

肝臓 0.30 十. く0.30.
一 0.30 十

4

i糞便 3.6 十 3.6 十 .〈3 .0 十

食.肉. 〈0.30
一 <0.30 一 ヒ0.30 一

肝臓 〈0.30 一 <0.30 7■ <0130 一

.5

糞便 2.3×104 十 2.3XlO4 十 <3.0 十

食肉. 2.3XlO2 十 a3×102 十. <0.30 一

肝臓 1.3 十 1.3 十 <0.30 十

.

6

糞便 〈3.0
一

〈3.0 『 〈3.0 一

食 肉 <0.3q 十 〈0.30 十 〈0.30 一

肝臓 <0.30 一 〈0.30 一 〈0.30 一

7

糞便 .〈3.0 一 <3.0 一
く3..0

一

食 肉 .〈0.30 一
く0.30

一
〈0.30 一

肝臓 0.36
一

0.36
.

_ <0.30 一

8

糞便 9.3×102 十 9.3×102 十 〈3.0 一

食肉 〈0.30 十 くO.30 十 〈0β0 一

肝臓 〈0.30 一 〈0...30. 一 <0.30 一

9

糞便 43 十 .43 十 く3.0. 一

.食肉
〈0.30 一 〈0.30 一 <0.30 一

肝臓 く0.30
一

〈0.30
;_

〈0.30 『

10

糞便 2.3×104 十 く3.0 ヴ 2.3×10引 十

食肉 〈O.30 十 〈0.30' 一
く0.30 十

肝臓 0.30 十 〈0.30. 『 α30 十

定性試験の結果を併せて示 した。



一page30一

表 一9-2.牛 に お け る6勿 ργノ∂加 雛 θ鹸 出(定 量)試 験 結 果(/Ig)

と畜場

番号

検体

番号

試験

部位

試験対象.

砺 理ρア1・占ヨo診θ礪 o.ブ θノαηf Ooo1∫

2

i

1

糞便 2.3×104 十 2.3×104. 十
'3

.0 一

食肉 く0.30
一

〈0.30 一 <0.30 一

肝臓 <0.30 一
く0.30

一
〈0.30 一

「

2

糞便 2.3XIO4 十 2.3×104 十 〈3.0 一

食肉 <0.30 一
〈0.30 .一 <0.30 一

肝臓 2.3×102 一 2,3×102 一
〈0.30 }

3

糞便 1.2×102 十 1.2xio・
・'・十

〈3.0 十.

食肉
.〈0

.30 一 <0.30 一
〈0.30 一

肝臓 1.1×102 一
1.1×102 一 0.62 　

4

糞使 2.4×103 十 2,4×103 十 <3.0 一

食:肉 〈0.30 一 〈0.30 一
くq.30 一

肝臓 1.1×102 十 4.4 十 2.8 一

5

糞便 〈3.0 十 く3.0 十 〈3。0 一

食肉 24 十 24 十 〈0.30 一

肝臓 2βX10 十 29. 十 3.6 一

」1

6

糞便 1.5×10 十 L5×103 十 〈3.0 一

食肉 〈0.30 一 く0.30 一 <0.30 一

肝臓 〈0.30 一 〈0.30 一
〈0.30 一

7

.h

糞便 23 一
23 1_ 3.6 一

食肉 〈0.30 一
〈0.30 一 〈0.30 一

肝臓 0.30
一

0.30 一
く0.30 一

8

糞便 〈3.o 十 〈3.0. .一 <3.0 十

食肉 0.36 十 0.36 十 〈0.30 一

肝臓 2♂4×102 十 2.4×102 . 十 24 一

9

糞便 4.6×103 十 4.6×103
.十. 3.0 一

食 肉
.1〈0

.30
一

〈0.30 一
〈0.30 一

肝臓 0.91 十 0.91 十 <0.30 一

10

糞便 ・.2.4×104 十 2.4XlO4 十 2,3XlO2 十

食肉 0.36 十 <0.30 一 0.36 十

肝臓 2.3 十 <0.30 一 2.3 十

定性試験の結果 を併せて示 した。

-
、

.
呼



ψ.

一page31一

表 一9-3 ..牛 にお け る6勿 ρソ10加o亡 θ鹸 出(定 量)試 験 結 果(/1g).

と畜場

番号

検体

番号

試験

部位

試験対象

幽塑 ガo飴o孟 砿属 α ノθノ助 ゴ 「 αoo1∫.

3

[.

1

糞便 〈3.0 一 〈3.0 一 く3.0 一

飛肉 く0.30 一
〈0.30 一

〈0.30 一 .

肝臓 〈0.30 一 〈0.30 一
く0.30 一

2

糞便 〈3.0 一
く3.0 一

く3.0 『

食肉 〈0.30 一
〈0.30 一

〈0,30 一

肝臓 く0.30 一 〈0.30 一
.〈0.30

『

3

糞便 <3.0 一
〈3.0 〒 <3.0 一

食肉 〈0.30 一 〈0.30 一
〈0.30 一

肝臓 〈0.30 一 <0.30 一 〈0.30 一

4

糞便 〈3.0 一
〈3.0 .

一
〈3.0. 一

食肉 く0.30 『 〈0.30 一 <0.30 『

肝臓 .<0.30 一 〈0.30 一
.く0.30

_.

5

糞便 〈3.0 一
く3.0 一

〈3.0 一

食肉 〈0.30 一
〈0.30 『

〈0.30 一

肝臓 〈0.30 一 〈0.30 一
く0.30 一

6

糞便 〈3.0 一 〈3.0 一
〈3.0 一

食肉 <0.30 一 〈0.30 一
く0.30 一

肝臓 〈Q.30 一
〈0.30 一 〈0.30 『

7

糞便 く3.0 一 <310 ._

く3.0 一

食肉 〈0.30 一
〈0.30 一

く0.30 心

肝臓 く0.30 一 〈0.30 .一 <0.30 一

8

糞便 〈3.0 一
く3.0 一

〈3.O
I

『

食肉 〈0.30 一
く0.30 一

〈0。30 一

肝臓 く0.30 一 〈0.30 一 <0.30 一

9

.糞便 <3.0 一
〈3.0 .÷ <3.0 『

食肉
.<

0.30』 一 〈0.30 一 〈0.30 一

肝臓 <0.30 一 く0.30 一 くα30 一

10

糞便 <3.0 一 〈3.0 .一 <3.0 一

食肉 く0.30 一
〈0.301 一

〈0.30 一

肝臓 〈0.30 一
〈0.30

一
』

〈0130 一

定性試 験 の結果 を併せて示 した。
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表 一9-4牛 に お け る6勿 ρ710加 麗 θヱ検 出(定 量)試 験 結 果(/1g)

と畜場

番号

検体

番 号

試験

部位

試験対象

幽 辺ρ710加 θ亡θz属 oノ θノ枷 ゴ 幽 己oo万

4

1

糞便 〈3.0 一 〈3.0 一 〈3.0 }

食肉 〈0。30 一 〈0.30 一 く0.30 一

肝臓 〈0.30 一 〈0.30
.

_
. く0.30 一

「

2

糞便 〈3.0 一 <3.O 一 〈3.0 一

食 肉 <0.30 一 <0.30 一
〈0.30 一

肝臓 <0.30 一
〈0.30 一

〈0.30
一

3

糞便 〈3.0 一
〈3.0 『 く3.0 一

食:肉 〈0.30 一 〈0.30 一 〈0.30 一

肝臓 〈0.30' } く0.30 }

〈0.30 一

4

糞便 <3.0 一
〈3.0 一. 〈3.0 一

食:肉 く0.30 一 <0.30 一
〈0.30 一

肝臓 <0.30 一 <0.30 占
く0.30 }

5 .

糞便 <3.O 一 〈3.0 一 く3.0 一

食肉 〈0.30 一 〈0.30
.

_ <0.30 一

肝臓 〈0.30 一 〈0.30 一 <0.30 一

6

糞便 〈3.0 『 く3.0 一 <3.0 一

食肉 く0.30 一 <0.30 一
〈0.30 〒

肝臓 〈0.30 一 <0.30 一 <0.30 一

7

k

糞便 く3.0 一
〈3.0 『 〈3.0 一

食肉 〈0.30 一
〈0.30 一 .く0 .30 一

肝臓 〈0.30 『 <0.30 一 〈0.30 一

8

養値凶{ 〈3.O 一 〈3.0 一
〈3.0 一

食肉 〈0.30 一
〈0.30

一
く0.30

}

肝臓 <0.30 一
〈0.30 一 〈0.30 一

9

糞便 〈3.0 一 <3.0 一
〈3.0 }

食肉 〈0.30 一
〈0.30

一
〈0.30 一

肝臓 〈0.30 _, く0.30 一
〈0.30 一

10

糞便 く3.0 一 <3.0 一 く3.0 一

食肉 <0.30 一 〈0.30 一
幽

く0.30 一

肝臓 〈0.30 一
〈0.30 一

〈0.30 一

＼ .ノ

定性試験 の結果 を併せて示 した。
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表 一9-5牛 に お け る6鋤 ρ710加o加z検 出(定 量)試 験 結 果(/1g)≡

と畜場

番号

検体

番号

試験.部位
試験対象

幽卯 ノ10加 碗 θz属 oノ θ.ノα刀ゴ 己 ω!ゴ

5

1

糞便 1.5×103 十 2.1×102 十 1.5×102 十

食肉 く0.3σ 『 ・ 〈0 .30
一

く0.30 一

肝臓 〈0.30 一 く0.30 一 <0.30 『

2

糞便 2.3×104 十. 2.3×104 十 2.3×102 十

食 肉 〈0.30 一
〈0.30 一 〈0.30 一

肝臓 1.1. 十 1.1 十 〈0.30 一

3

糞便 1。1XlO4 十 1.1×104 .十 15 十

食肉 〈0.30 一 <0.30 一
〈0.30 一

肝臓 〈0.30 一
〈0.30

.一
.<0し30

一

4

糞便 2、3×104 十 2..3XlOタ
.十

<3.0 一

食肉 .<0.30 一 〈0.30
.

_

く0.30 一

肝臓 3.9×162 十 3.9XlO2 十 く0.30
一

5

糞便 〈3.0 十 〈3.0. 十 〈3. .0
一

食肉 〈0.30 一
〈0.30 一

〈0.30 一

肝臓 〈0.30 一
〈0.30

..「.囁_

〈0.30 『

6.

糞便 2,3×103 十 2,.3×103 十 〈3.0 一

食肉 <0.30 } <0.30 .一 く0.30 一

、.肝臓 2.0 十 2.0 十 く0.30 一

7

糞便 4.6XlO5 十 4.6×105
.十

〈3.0 『

・ 食 肉 <0.30 一
〈0.301 一 <0.30 一

肝臓 9.3×102 十 9.3×102 十 く0.30 一

.8

糞便 43 一 43 ⊥
く3.0 一

食 肉 〈0.30 一
〈0.30 } <0.30 　

肝臓 〈0.30 一 く0.30 一 〈0.30 『

9

糞便 2.3×104. 十 2.3又104 十
.

く3.0 一

食肉 〈0.30 一
〈0.30 　

〈0」30 }

肝臓 43 一 43 一
くOi30 　

10

糞便 <3.0 一 <3.0 一
〈3.0 一

食 肉 く0.30 一
〈0.30. 一 〈0.30 一

.
肝臓 0.91 一 0.91 一 <0.30 一

定性 試験 の結果 を併せ て示 した。



、

page34

表 一9-6牛 にお け る 畠卯7ヱ ・加 ・飴鹸 出(定 量)試 験 結果(/lg)

.ヒ
、一 ゴ.r

ノ

と畜場

番号

検体

番号

試験

部位

試験対象

幽即ガo加 認θz属 己 ノの α刀ゴ Ooo1ゴ

6

1

糞便 2.3×104 十 2.3×104 十 〈3.0 十

食肉 46 十 3.6 十 1.5 一

肝臓 1.6 一
1.6 一 〈0.30 一

「

「2

糞便 9.3×10 .十 3.0 十 9.3刈04 十

.食肉 4.3×10 十
'0

.3 .一
4.3×102 十

肝臓 2.3×10 十 〈0.30
一

2.3×102 十

.3

1

糞便
.44 一

44 『 9.1 　

食肉 .1..1XlO2 十 1.1×IQ2
一

0.73 十

肝臓 4.4 十 3.6
'

十. 2.0 「 十

4

..

糞便 7.5×104 十 7.5×104 十 マ5 十

食肉 9.3 十 9.3
一

〈0.30 十.

肝臓 24 十 24
一 0.36 . 十

」5

糞便 2.3×104 } 2.3XlO4 一 く3.0 一

食肉 2.8 十 2.8 十 〈0.30 十

肝臓 2.1 一 2.1 } く0.30 _.

6

糞便 2.3×104 十 2.3×104 一 . 2.3×104 十

食肉 23 十 <0.30 十 23 十

肝臓 2.3×102 十 21 十 2.3×102 十

17

`

1

糞便 1 〈310 一 〈3.0 一 く3.0 _r

食肉.
12

.1 ÷ α73 一 0.73 十

肝臓 24 一 24 一
〈0.30 }

.8

糞便 24
一 !6 一

3.6 一

食肉 1.5 十 0.30 一 0.91 十

肝臓 くO.30 一 〈0.30 一 〈0.30 一

9

糞便 〈3.0
一

く3.0
一

〈3.0 一

食肉 <0.30 一 く0.30. 一 く0.30 一

肝臓 0.36 一 0.36 一 0.36 一

10

糞便 〈3.0 十 〈3.0 十 〈3.0
一

食肉 1.3 十 1.3 十 0.30 一

肝臓 43 十 43 十 2.正 一

r

定性試験 の結果 を併せて示 した。
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表 一白一7牛 にお け る6加 ρy/o加o加r検 出(定 量)試 験 結 果(/1g)・.

と.畜場

番号

検体

番号

試験

部位

試験対象

幽 即710加oむ θ■属
.

己 .ノθ.ノαηゴ α σ01ゴ

1

糞便 <3.0 十 〈3.0 十 〈3.0 一

食肉 .く0.30
一 〈0.30 一

〈0.30
一

肝臓 <0.30 一 <0.30 一 〈0,30 一

2

」1

糞便 2.3×102 十 16 十 2.3× 正02 十

食肉 〈0.30
一

く0.3Q 一 〈0.呂0' 一

肝臓. 〈0.30 一 〈0.30・ 一 〈O.30 一

3

糞便 〈3.0 一 <3.0 .幣 〈3.0 一

食肉 く0,30 .
一 〈0.30. 一 <0.30 一

肝臓 く0.30
一 <0.30 .一 〈0.き0 一

4

糞便 <3.0 一 〈3.0
.

_

〈3,0
一

食肉 く0.30 一
.

〈0.30 一 <0.30 一

肝臓 くO.30
一 <0130 7 〈0.30 一

5

糞便 <3.0 十 〈3.0
.十 <3.0 一

食 肉 <0..30 一 〈0.30 一
〈0.30

一

肝臓 <0.30. } 〈0.30 一
〈0.30 一

6

糞便. 〈3;0 一 く3.0 『 <3.0 一

食 肉 〈0.30 一 〈0.30 一 <0.30 一

.肝臓 〈0.30, 一 〈0.30 一
〈0.30 一

7

糞便. .〈3。0 十 <3.0 十 〈3.0 一

食肉 く0.30 } 〈0.30 一
く0.30.

一

肝臓 〈0.30 一 <0.30 一
く0。30 一

8

糞便 <3⊇0 十 〈3.0 十 k3.0 一

食肉 .〈0.30
一

〈0.30 _. <0.30 一

肝臓 く0.30 … 〈0.30 一 <0.30 一

9

糞便 2.3×102 十 .2 .3×1102 十 〈3.0
『

食肉 <0.30 一
く0.30

}

く0.30 一

肝臓 <0.30 一 〈0.30 一 く0、30 一

10

糞便 〈3.0 一
〈3.0 .層.一 く3.0 一

食 肉 〈0.30 一
≦0.30

一 く0;30 一

肝臓 〈0.30. 一
〈0.30

一 <α30 一

定性試 験の結果 を併せ て示 した。
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表一9-8牛 にお け る6助 ργノo加 髭 θ鹸 出1定 量)試 験 結 果(/1.g)

と畜揚

番号
棟体
番号

試 験`

部位

試験対象

幽 卯 ∫!0加 σ雄z属 oノ θノ切 ゴ 己oolf.

8

1

糞便 2。3×10d 十 2。3×104 十 〈3.0. 一

食肉 〈0.30 一
く0.30 }

〈0.30 一

肝臓 5.3 一 5.3 一. く0.30 　

「

.

2

糞便 1.5×104 十 1.5×104 十 〈3.0 『 .

食肉 く0.30 一 ぐ0.30 .一 〈0.30 一

肝臓 1.3 一 1.3 一
〈0.30 一

3

糞便. .2
.3×104. 十 2.3×104

.十
<3.0 一

食 肉' ぐ0.30 一 〈0.30 一
〈0.30 一

肝臓 1.1×102 一
1.1×102

■.
_ く0.30 一

〔

.4

糞便 2.4×105 十 23 十 2.4×105 十

食 肉 〈0.30 一 <0.30 一 <0.30 一

肝臓 2.3×102 十 0.36 十 2.3×102 十

5

糞便 く3.0 一
〈3.0 一 〈3.0 一

食肉 〈0.30 一
〈0.30 一 〈0.30 一

肝臓 〈0.30 一
〈0.30 　

く0.30 一

6

糞便 9.3×102 十 9.'3×102 十 〈3。0 一

食肉 0.36 一
〈0.30 一 0.36 一

肝臓 0.36 一 0.36 一 」 く0.30 一

7

b

糞便 1.5×102 一
1.5×102 } <3.0 一

食肉 〈0.30 一 <0.30 一 <0,30 一

肝臓 く0.30 一
〈0.30 一

〈0.30 一

8

糞便 2,3×104 十 2.3×104 一
2.3×104 十

食肉 く0.30 十 〈0.30 十 く0.30 　

肝臓 0.30 十 0.30 十. <0.30 一

9

糞便 9.1 一 9.1 一
く3.0 一

食肉 〈0.30 一
〈0.30 一

〈0.30 一

肝臓 2.3×102 十 2.3×10
、十 〈0ξ30 一

10

糞便 4」3×102 一
4.3×10. 一

〈3.0 一

食 肉 0.36 一 ぐ0.30 一 0.36 一

肝臓 〈0.30 一 〈0.30 一
〈0.30 一

.'
一 ノ

定性 試験 の結果 を併せて示 した。
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表 一9-9牛 に お け.る6助 ρ71面 ヨo亡θr検出(定 量)試 験 結果(/1g)・.

と畜場

番号

検体

番号

試験

部位.

試験対象

.6如 ργ10加 銘 θ嘱 oブ θノ切 ∫ αooヱf

1

9

1

.糞便
く3.0

一
〈3.0 } <3.0 一

食肉 〈0.30 一 〈0.30 一
〈0.30

一

肝臓 〈0.30
一

〈0.30
一

〈0.30 一

2

糞便 9.1 十 9.1 十 〈3.0 一

食肉 <0.30 一 〈0.30 一 〈0.30 一

肝臓 く0.30
一

く0.30
一

≦0.30
　

3

糞便 〈3.0 十 〈3.0 .十 〈3..0
　

食 肉 〈0.30
一 <0.30 『 〈0.30 一

肝臓 く0.30 一 <0.30 τ く0.30 一

4

糞便 〈3.0
一 〈3.0 一 <3.0 一

食肉 〈0.30
一 <0.30 一 <0.30 　

肝臓1 〈0.30
一

〈0.30 一 <0.30 一

5

糞便 .〈3.0. 一 〈3.0 一 〈3.0 一

食肉 .〈0。30 一 <0.30 一 〈0.30 一

肝臓 〈0.30 一 〈0.30 ..一 〈0.30
一

6

糞便 く3,0
一 〈3.0 一

く3.0 一

食肉 〈0.30
一

〈0.30
一

〈0.30 一

肝臓 〈0.30
一

〈0.30 一 〈0.30 一

7

糞便 <3。0 　 く3.0 一 く3.0 一

食:肉 く0.30 一 〈0.30 『 く0.30 一

肝臓. 〈0.30 一 〈0.30 一 <0.30 一

8

糞便 .<3.0 一 <3.0 一 〈3.0 一

食肉 <0.30 一
.く0.30

一 <0.30 一

肝臓 〈0.30
一

〈0.30 『 〈0.30 一

9

糞 便 ・ 2.4×103 十 茸.4×103 十 〈3.0 　

食肉 〈0.30
一

〈0.30
一 <0.3b 一

肝臓. 〈0.30 一 〈0.30 　
く0.30

L

一

1Q

糞便 4.3×102 十 4.3×102 十 〈3.0 一

食肉 〈0.30 一 〈0.30 } く0L30 一

肝臓 く0.3q 一 〈0.30 一 <α30 一

定性試 験 の結果 を併せて示 した。
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表 一9-10牛 に お け る『6勿ρア!0加o`θ1検 出(定 量)試 験 結 果(/1g)

と畜場

番号

.検体

番号

試験.

部位

試験対象1

幽 超ρ戸o加oオ θ嘱 己 ノθ∫切 ゴ 己oo1ゴ

10

1

糞便 <3.0 一
.
<3.0 一 <3.0 一

食肉 <0.30 一
く0.30 一 〈0.30 一

肝臓 〈0.30 一 <O.30 一' .くd
.30 一

「

2

糞便 く3.O 一 〈3.0
.P.

_

〈3.0 『

食肉 く0,30
一 〈0.30 一

く0。30
一

肝臓 〈0.30 一 〈0,30 .一. <0.30 一

孕

糞便 〈3.0 一 .〈3
.0 　 <3.0 一

食肉 〈0.30 一 〈0.30 一 <0.30 一

肝臓 く0.30 一
〈0.30

..1一 〈0.30 一

4

糞便 〈3.0 一
〈3.0 一

く3.0 一

食肉 く0.30 一
く0130

一
く0.30 一

肝臓 〈0.30 一 <0.30 一 <0βo 一

5

糞便 〈3.0 一
〈3.0 一 〈3.0 一

.食肉 <0.30 一
〈0.30 .一

〈0.30 『

肝臓 <0.30 .
一

〈0.
、30

r
_

く0。30「 一

6

糞 便 ・ 〈3.0 一
〈3.0 一

〈3.0 一

食肉 〈0.30
一

く0.30 『 〈0.30 一

肝臓 〈0.30 一 〈0.30 一 〈0.30 一

7

.
1

糞便 <3.0 .一 <3.0 一 <3.0 一

食肉 〈0.30 一
〈0.30 占

く0.30 一

肝臓 〈O.30 一 く0.30 F一 <0.30 一

8

益偲
,ペ リ、 〈3.0 一 〈3.o 一

<3.O 一

食肉 〈0.30 一
〈0.30 一

〈0.30 一

肝臓 〈0.30 一
〈0.30 一 〈α30 一

9

糞便 <3、0. 一 <3.O 一 <3.0 一

食肉. 〈0.30 一
く0。30 _.

〈0.30・ 一

肝臓 〈0.30 一 〈0.30 一
〈0.30 一

10

糞便 〈3LO 一 <3,0 一
〈3.0 一

食肉 〈0.30 一
〈0.30 一 〈0.30 一

肝臓 く0畑0 一 〈0.30 一
.〈0.30 一

.定性試 験 の結果 を併せ て示 した。

■.;

/
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表 一9-11..牛 にお け る6拗 ρy/o加o狛 鹸 出(定 量)試 験 結 果(/1g)

と畜揚

番号

検体

番号

試験

部位

試験対象

命 卯 ン106ao孟 θ∫属 α プθ.ノ召ηゴ αoo1ゴ'

11

1

糞便 〈3.0 一 <3.0 一 〈3,0 一

食肉 〈0.30 一 ■ く0.30 _. <0.30 『

肝臓 〈0.30 .
一

〈0.30 一 〈0.30 一

2

糞煙 2.3×104 十 2.3×104 十 く3.0 一

食肉 く0.30
一

〈6.30 一
く0.30

一

肝臓 <0.30 一
〈0.30 一 く0.30 一

3

糞便 〈3.0 一 〈3.0 .L一 〈3.0 一

食:肉 〈0.30 一 〈0.30 一 〈0.30 一

肝臓 〈0.30 一 く0.30 一
〈0.30 一

4

糞便 〈3.0 一
く3.0 .

一
.〈3.0

一

食肉. 〈0.30
一

〈0.30 一 〈0.30 『

肝臓 〈0.30
一 <0.90 一

く0.30
一

5

糞便 〈3。0 一 <3.0 一 <3.0 一

食肉 〈0.30 一 〈0.30 .一 <0.30 一

肝臓 <0.3G 一 〈0.30
.

_ <0.30 一

6

糞便 2.4×103 ÷ 2.4XlO3 十 く3.0 一

食肉 <0.30 一
〈0.30 一 《0,30 一

肝臓 2.3×102 十 2.3×102 十 〈0.30 一

7

糞便 〈3.0 十 〈3.0 十 〈3.0 一

食肉 <0.30 一 〈0.30 一
〈0.30 一

肝臓 〈0.30 一 <0.30 一 <0.30 一

8

糞便 2.3XlO4 十 2.3×104 十 く3.0
一

食肉 〈0.30 一 <0.30 一 〈0.30 『

肝臓 4.3×102 十 4.3×102 十 〈0.30 一.

9

糞便 43 十 43 十 《3.0 一

食肉 〈0.30 一 〈0.30 一 〈0.30 一

肝臓 〈0.30 一 〈0.30 一
く0L30

1

一

10

糞便 〈3.0 十 〈3.0 十 <3.0 }

食肉 く0.30 一 〈0.30 一 '<0
.30 一

肝臓 〈0.30
一

〈0.30 一

.1

〈0.30 一

定性詳験の結果 を併せて示 した。
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表 一9-12.牛 に お け る6勿 ρ710加 碗 θr検出(定 量)試 験 結 果(/1g)

と畜場

番号

検体

番号

試験

部位

試験対象

砧卯 ガ ・加 砿餌属 己 ノθノ切 ゴ Ooo1ゴ

12

1

糞便 <3.0 十 <3.0
.
十 〈3.0 一

食肉 くO.3⑪
一 くO.30 一 <0;30

.

_

肝臓 〈0.30
一 <0.30 一

〈0.30
一

「

2

糞便 く3.0
一 〈3.0 一 〈3.0 一

食:肉 く0.30
一

く0.30
義

〈0.30
一

肝臓 〈0.30 一 〈0.30 _. 〈0.30 一

3

糞便 く3.0. 　 .く3
.0 、L一 く3.0

一

食肉 〈0.30 一 〈0.30 一 <0.30 一

肝臓 〈0.30 一 〈0.30
一 く0溶0 『

4

糞便 〈3.0 一 〈3.0 一 〈3.σ 一

食肉 <0.30 一 <0.30 .一 く0.30
一

肝臓 く0.30 一 く0.30
一

く0.30
一

5

糞便 2.3×102 一 2.3×102
一

〈3.0 一

食肉. <0。30 一 〈0.30 一 〈0.30 一

肝臓 <0.30 一 〈O.30 {

〈0.30
一

6

糞便 〈3.0 一 〈3.0 一 〈3.0 一

食肉 く0.30
一 〈0.30 『

く0.30
一

肝臓 <0.30 一
〈0.30

一
〈0.30

一

7

」

糞便 〈3.0 一 <3.0. 一 く3.0
一

:食肉 〈0.30 一 く0.30 一 〈0.30 『

肝臓 〈0.30 一 〈0.30 一 <0.30 一

8

益価A一 <3.o 一 〈3.⑪. 一.
く3.O

一

食 肉 ・ <0.30 『 〈0.30 一 〈0.30
一

肝臓 〈0.30 一 〈0.30 一 くO.30
一

9

糞便 〈3.0
一

〈3.0
.
一 〈3.0

一

食肉 〈0.30 一 〈0.30 一 <0.30 一

肝臓 〈0.30 一 〈0.30 一
く0.30

一

10

糞便 〈3.0 一 〈3.0.
.一

〈3.0 一

食肉 〈0.30
一 .〈0 .30'. .一 〈0.30

一

肝臓 く0.30 一 〈0.30 一 〈0.30 一

定性試験 の結果 を併せ て示 した。

11..
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表 一9-13牛 にお け る6加 ρガo加 詑 θノ検 出(定 量 〉試 験 結 果(ノ1g)

と畜場

番号

検体

番 号

試験

蔀位

試験対象

の 卯 ア10加 碗 θ嘱 α ブθ.ノα刀f Oooヱ ゴ

13

.1

糞便 .2 .3×104 十 9.3×103 十 9.5×102 十

食肉 <0.30 一
〈0.30 一 く0.30 一

肝臓 24
・

十 0.3 7 9.3 十

2

糞便 1.1×104 一 1。1×104 一 9.1 }

食肉 <0.30 一
く0.30 一

〈0.30
一

肝臓 〈0。30 一 <0.30 一
.〈0,30

一

3

糞便 2,3×104 十 2.3×104 十 く3.0 一

食 肉 〈0.30 十 〈0.30 十 く0.30. }

肝臓 46 十 46 十 く0.30 一

4

糞便 2.3×104 十 2.3×104 十 〈3.0
一

食 肉 <0.30 十 〈0.30 十 <0.30 『

肝臓 0.73 十 0.73 十 〈0.30 一

5

糞便 1.1×104 十 1、1×104 十 <3.0 一

食肉 〈0.30 十 く0.30 十 く0,30 一

肝職 〈0.30 一 〈0.30 一 <0.30 一

6

糞便 2.3×104 十 2.3XlO4 十 く3.0 一

食肉 <0.30 一 〈0.30 一 <0.30 一

肝臓 く0.30 一 〈0.30 一 〈0.30 一

7

糞便 2.3×104 十 2.3×104 十 〈3.0 一

食肉 <0.30 一 〈0.30 一
く0,30 一

肝臓 〈0.30 一 〈0.30 一
〈0.30 一

8

糞便 、23 一
2き 一

〈3.O
I

一

食 肉 〈0.30 一 く0.帥 一
く0.30 一

肝臓 .〈0 .30 一 〈0.30 一
〈0.30 一

9

糞便 4.6×103 十 4.6×103 十 <3,0 一

食肉 <0.30 一 〈0.30 『
〈0.30 .一

肝臓 <0.30 一
〈0.30 一 く0.30 一

10

糞便 2.3XlO4 十 2.3×104 .十 <3.0 『

食肉 〈0.30 一 く0.30 一 〈0.30 一

肝臓 9.5 十 9.5 . 十 〈d.30 一

.定性 試験 の結 果 を併せ て示 した。
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表 一9-14牛 に お け る6勿 ρノ10加o亡 θr検出(定 量)試 験 結 果(/1g)

と畜場

番号

検体

番号

試験

部位

試験対象

幽即ガo加 厩 砿属 己 ノθノ召加
.己

ooノ ゴ

14

1

i糞便 4.6×10且 十 4.6×103 十 〈3.0 一

食肉 〈0.30
一

く0.30 一
〈0.30 一

肝臓 〈0.30 一 <0.30 一 く0,30 一

「

2

糞便 〈3.0 一 〈3.0 i一 く3.O 一

食 肉 <0.30 一
〈0,30 一 〈0.30 一

肝臓 <0.30 一 く0.30 一
〈0.30 一

3

糞便
.3
.6 一

3.{1 己
〈3.0 一

食肉 〈0,30. } <0.30 一
く0.30 一

肝臓 〈0.30 一 .〈0
.30 一 〈0.30 一

4

糞便 24 一 24 一
〈3.0 一

食 肉 〈0.30 十 く0.30 十 〈0β σ 一

肝臓 〈0.30 一
く0.30 .一 〈0.30 一

5

糞便 93 } .93 一 〈3.0 一

食肉 〈0.30
一 <0.30 一 〈030 一

肝臓 く0.30 一 <0.30 三.一 〈0.30 一

.6

糞便 く3.0 } 〈3.0 一
〈3.0 一

食肉 <0.30 一 〈0.30 .
一 〈0.30 }

肝臓 〈0.30 一
〈0.30 一 く0.30 一

7

ヒ

糞便 1.1XIO4 十 1.1.×104 十' <3.0 一

食肉 〈O.30 十 <0.30 十 〈0.30 一

肝臓 <0.30 一 <0.30 一
〈0.30 一

8

糞便 33×1⑪4 十 2,3×104、 十 〈3.o 一

食肉 〈0..30 十 く0.30 十 〈0.30 一

肝臓 0.30 十 0.30 十 〈0.30 一

9

糞便 4.6×103 一 .4 ..6×103 一 〈3.0 一

食肉 0.73 十 0,73. 十 〈0.30 　

肝臓 <0.30 一
〈0.30 一 〈0.30 一

10

糞便
.4

.3×102 十 4.3×102. 十 〈3.0 一

食 肉 く0.30 一
く0.30 } <0.30 一

肝臓 <0.30 一 〈0.30 一
〈0.30 一

.塊 、〆.

ノ

定性試 験 の結果 を併せ て示 した。
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表一945牛 にお ける6加 〃10加 砿θ2検出(定 量).試験結果(/1g)

と畜場

番号

検体

番号

試験

部位

試験対象

砺卯 ア10加o亡 θ嘱 oノ θノ切f. 己oo!ゴ

1

糞便. 1.1×104 十 1.2×102
一

4.3×102 十

食肉 く0.30 一 〈0。30 一
〈0.30 一

肝臓 〈0.30 一
〈0.30

一
〈0.30 一

.2

糞便 〈3.0 一 く3.0 一
〈3.0 一

食 肉 .
〈0.30 一 く0.30 一 〈0.30 一

肝臓
.

〈0.30 十 <0.30 十 、〈0.30
一

3

糞便 く3.0
一

〈3.0 〒 <3..0 　

食肉 <0.30 一 <0.30 〒 <0.30 一

肝臓 <0.30 一 <0.30 一 〈0.30 一

4

糞便
.<3

.O 一 〈3.0 一
〈3.0 一

食肉 〈0.30 一
く0.30

一 <0.30 一

肝臓 〈0.30 一
く0.30 一 〈0.30 一

..5

糞便 9.3×1G2 十 9.:3×102 十 〈3.0 一

食肉 〈0,30 一 く0.30 .『 〈0.30 一

肝臓 4.6×102 十 4。6×102 、十 <0.30 .
一

6

糞便 1.1×104 十 1.1×104 十 {3.o
一

食肉. く0.30 } 〈0.30 .一 <0.30 _.

肝臓 4.4 十 3.5 十 0.30 一

.・7

糞便 2.4×103
一

2.4×103. 一 く3.0 一

食 肉 〈0.30
一

〈0.30 一 〈0.30 一

肝臓 2.0 十 2.0 一 0.36 十

8

糞便 く3.0 一 <3.0 一 〈3.0 一

.
食肉 〈0.30 一 《0.30 一

〈0.30 一

肝臓 5.3 一 .4 .4 .一 0.92 一

9.

糞便 〈3.0
一

〈3.0 一 <3.0 一

食 肉 〈0.30 一 く0.30 一
〈0.30 一

肝臓 〈0.30
一

〈O.30 一 <0.30 一

.

10

糞便
.〈3

.O
I

一
〈3.0.

1
_

〈3.0 『 .

食 肉 〈0.30
一 <0.30 『

〈0.30 一

肝臓 〈0.30 一 <0.30 .}
. 〈0,30 一

定性試験 の結果 を併せ て示 した。
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表 一9-16!

と畜場.

番号

検体

.番号
講騨
部位.

試験対象
.

幽 卯 γ!・う∂σ`θ嘱 の θ加f.` Ooo/f.

16

1

糞便 9.3×102 十 9.3×!02
.十

〈3.0 一

食肉 〈0.30 一 〈0.30 旨
一

〈0.30 一

肝臓 〈0.30 一
〈0.30 一

〈0.30 一

「

2

糞便 〈3.0 一
く3.0 一 <3.0 一

食肉 く0.30
一

〈0.30 一
〈0.30 一

肝臓 〈0,30 一 <0.30
.

_ 〈0.30 『

3

糞便 ..4
.3×102. 十 4.3×102 十 <3.0 一

食肉 〈0.30 一
〈0.30 一 <0.30. 一

肝臓 〈0.30 } .く0.30 一
く0.30 一

.4

糞便 〈3.0 一 〈3.0 一 〈3.0 一

食肉 〈0.30 一
〈0.30 『

〈0.30 一

肝臓 〈0.30 一
〈0.30 一

〈0.30 一

5

糞便 ;2.4×103 十 2.4×103 F十
〈3.0 一

食肉 〈0。30 一 く0.30 　 〈0.30 一

肝臓 〈0.30 一
くρ.30 『

く0.30 一

6

糞便 .53 十 53 ..十
〈3.0 一

食肉 〈0.30 一
〈0.30 一 <0.30 『

肝臓 <0.30 『
く0.30 『

〈0.30 一

7

ヒ

糞便 く3.0 十 <3.O 十 〈3.0・ 一

食肉 〈0.30 一 〈0.30 一
〈0.30 一

肝臓 く0.30 一
〈0.30

._

<G.30 一

8

糞便 ヤ2
.3×104 十 2.3又104 十 く3.0

.

_

食肉 <O.30 一
くO.30 〒 〈0.30 一

肝臓 〈0.30 一 <0.30 一
〈Q.30 一

9

糞便
`く3

.0 十 〈3.0 十 〈3.0 一

食肉 く0.30
一

〈0130 　 く0.30 一

肝臓 <0.30 一 <0.30 一
く0.30 一

10

糞便 〈3.0 一 〈3.0 一 <3.0 一

食肉 く0.30 一
〈0.30 一

〈0.30 一

肝臓 <0.30 一
〈0.30 一

く0.30 一

牛 にお ける幽卯710加 厩郎検 出.(定量)試 験結果(/1g)

定性試験 の結果 を併せ て示 した。

・

.
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表 一9-17牛 に お け る6加 ρ7106∂o`θ」鹸.出(定 量)試 験 結 果(/1g>.

と畜場

番号

検体

番号

試験

部位

試験対象

砧加710加o亡 砿 属 ・6=ノθノ助 ∫ 己oo1ゴ.

17

1

i糞便 〈3.0
一 <3.0 } く3.0 一

食肉 0.73 一 0.73 一
〈0.き0 一

肝臓 .1.6 一 1.6 .
一

く0.30 一

2

糞 便- 〈3.0 　 〈3.0 一
〈3.0 一

食肉 〈0.30. 一 〈0.30 一 〈0.30 }

肝臓 〈0.30 一
〈0.30 一 <0.30 一 」

3

糞便 2.3XIO4 一 2.3×104 〒 〈3.0
一

食 肉 0.91 一 0.91 一
〈0.30 一

肝臓 〈0.30 一 〈0.30 一 〈0.30 一

4

糞便 く3.0 一 〈3。0. 一
く3.0 一

食肉 〈0.30
一

く0.30
一

く0.30 一

肝臓 〈0.30
一 <0.30 F一 く0.30 一

5

糞便 2.4×103「 十 2Σ4×103 十 く3.0
一

食肉 〈0.30 『 〈0.30 一
〈0.30 一

肝臓 〈0.30 一 <0.30 一
〈0.30 一

う

糞便 〈3.0 一 〈3.0 一
く3.0 一

食肉 〈0.30 一
〈0.30

一
〈0.30 一

肝臓 0.91 一 0.91 .『 〈0.30 一

7

糞便 く3.0
一

く3.0 「 く3.0 一

食肉 〈0.30 一 〈0.30 一
〈0.30 一

肝臓 〈0.30 一
く0.30 一 く0.30 一

8

糞便 〈3.0 一 . 〈3.0 一
く3.0 『

食肉 〈0.30 一 〈0.30 一 <0.30 一

肝臓 0.36 一 0.36 一 〈0.30 一

9

糞便 〈3.0 一 〈3.0 一
ヒ3.0 一

食肉 〈0.30
一

〈0.30 一 〈0.30 一

肝臓 〈0。30 一 〈0.30 　
〈q.30

一

10

糞便 <3。0.
一 <3.0 一 <3.0 一

食肉 く0.30 一 <0.30 　
〈0.30

一

肝臓 〈0.30
一

〈0.30
一

〈0.30 一

定性試 験 の結果 を併せて示 した。
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表 一9-18牛 に お け る砧 卯710加o加f検 出(定 量)試 験 結 果(/1g)

と畜揚.

番号

検体

番号

試験

部位

試験対象

幽 擢ρ710ゐ ∂o彦θヱ属 o』ノθノ召ηノ α601ゴ

18

1

糞便 <3.0 一
〈3.0 一

く3.0 一

食 肉 0.36 十 0.36 . 十 く0.30 一

肝臓 <0.30 } 〈0.30 一
〈0.30 『

1

2

糞便 〈3.O 一 〈3.0 一
く3.0

一

食 肉 〈0.30 一 〈0.30 一
〈0.30 一

肝臓 〈0.30 一
.<0

.30 一
〈0.30 一

3

糞便 <3.0 一 〈3.0 一 <3.0 一

食肉
'〈0

.30
一

〈0.30 一
〈0.30

一

肝臓 〈0.30
一

〈0.30 一
〈0.30 一

4

糞便 <3.0 一
く3.0

.

_ く3.0 一 .

食肉 <0.30 一
〈0.30 一

<0。30 『

肝臓 <0.30 一
〈0.30 一 <0.30 一

5.

糞便 〈3.0 一 <3.0 一 〈3.0 一

食肉 〈0.30 一 〈0.30 一 〈0.30 一

肝臓 く0.30 一 〈0.30 一
く0.30 一

6

糞便 .2
.3×104 十 2。3×104 十 <3.0 一

食肉 〈0.30 一
〈0.30 一

〈0.30 一

肝臓 0.30 一 0.30 『
〈0,30 一

7

ヒ

糞便 〈3.0 一 <3.0 一
〈3.0』 .『

食.肉 く0.30 一
く0.30 .一 <0.30 一

肝臓 〈0.30 一
〈0.30 一

」

<0.30 『

8

糞便 93 十 93 十 〈3.0 一

食 肉 <0130 一 〈0.30 一
〈0.30 一

肝臓 〈α30 一 〈0β0 一 く0.30 一

9

糞便 〈3.0.・ 一 <3.0 一 .<3.0 一

食肉 <0.30 一 〈0.30 一
〈0.30 一

肝臓 <0.30 一 <0.30 一
〈0,30 一

10

糞便 〈3.0. 一
<3。0 一 〈3.0 一

食肉 く(L30 一 〈0.30 一
〈0.30 一

肝臓 〈0.30 一
く0.30 一

〈0.30 一

定性試験の結果 を併せて示 した。
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表 一9-19牛 に お け る幽卯710加 銘 θz検出(定 量)試 験 結 果(/1g)

と畜場

番号

検体

番号

試験

部位 .

試験対象.

磁 卯710ゐ ヨo孟θz属 己 ∫θ.ノ召ηf α601∫

19

1

糞便 <3.0 一
〈3.0. 一 〈3.0 『

食肉 <0.30 一 <0」30 一
〈0。30 }

肝臓 〈0.30
一

〈0.30 一 〈0.30 一

2

糞便 〈3.0 一 〈菖.0 .._ く3.0 一

食肉 〈0,30
一

〈0.30 一
く0.30

『

肝臓. .〈0
.30 一

〈0.30
一 <0.30 一

3

糞便 2.3×104 十 2.3×104 十 3.0 一

食 肉 0.62 十 0.62 十 <0.30 一

肝臓 2.3×102 　 2,3×102 　
〈0.30

一

4

糞便 43 十 43. 十 〈3.0 一

食肉 <0.30 一
く0.30 一 〈0.30 .一

肝臓 2.0
一

2.0
.

_

.〈0.30
『

.5

糞便 3.6 十 3.6 十 〈3.0 一

食肉 0.36 十 0.36 十 0.36 一

肝臓 〈0.30 一 〈0.30 「 一 <0.30 一

6

糞便
.

2.4×103 十 2.4XlO3 .十 く3.0 一

食肉 〈0,30 十 <0.30 .十 〈0,30 一

、肝 臓 く0.30
一

〈0.30 一 〈0.30 一

.7

糞便 〈3.0 十 <3.0 十 〈3.0 一

食肉 <0.30 一 くO.30 一 〈0.30
一

肝臓 <0.30 一 <0,30 一
1

〈0.30 一

8

糞便 4.6×103 十 4.6×103 十 く3.0
一

食肉 〈0.30` 一 〈0,30 一 〈0.30 一

肝臓 〈0.30. 一 〈0.30
.

_ <0.30 一

9

糞便 2.3×1び 十 2.3×104 十 <3.0. 一

食肉 7.5 十 7.5 十 〈0..30 一

肝臓 1.1×102
一

1.1×102 一
〈0.含0

1

一

10

糞便 <3.0 十 く3.0 十 <3.0 一

食肉 〈0.30 十 く0.30 十 <0.30 一

肝臓 〈0.30 一 <0.30 一

.1

<0.30 『

定性試験 の結 果 を併せ て示 した。



一page48一

表 一9-20牛 に お け る6勿 ρ710加 虚 砿 検 出(定 量)試 験 結 東(/1.g)

と畜場

番号

検体

番号

試験

部位

試験対象

幽 卯 ア10わ θoオθz属 o.ノ θゴ謡 ゴ Ooo万

20

1

糞便
'

〈3.0
一

〈3.0
.

_ 〈3.0 一

食肉 〈0.3d 一 〈0.30. 一 〈0.30 『

肝臓 く0.30 一 <0.30 一 <0.30 一

「

2

糞便 〈3.0 一 〈3.0 ㎜ 〈3.0 一

.食 肉 <0.30 一
〈G.30 一

〈0.30 　

肝臓 〈0.30 一
〈0.30

一
く0.30 一

3

糞便 1.1×104
一

1.1×104
.一

〈3.0 一

食肉 .〈0
.30 一 1<0:30 一 <0.30 一

肝臓 〈0.30 一
〈0.30 一

〈0.30 一

.4

.糞便 〈3.0 } 〈3.0 一
〈3.O _.

食:肉 〈0.30 一
〈0.30 一 〈0.30 一

肝臓 〈0.30 一
〈0.30 一 く0.30 一

5

糞便 <3.0 一
〈3.0 一

〈3.0 .
一

食肉 く0.30 一 <0.30 } く0.30 『

肝臓 〈0.含0 一 <0.30 一 〈0.30 一

6

糞便 く3LO 一 . 〈3.0 一 <3.0 一

食肉 〈0。30 一 く0.30 一 く0.30 一

肝臓 く0.30 一 <0.30 一 <0.30 一

7

」

糞便 〈3.0 一
〈3.0 一

〈3.0 一

食肉 〈0.30 『 〈0.30
.

_

〈0.30 一

肝臓 〈0.30 一
く0.30 一 〈0.30 一

8

叢価
7て しハ7 く3.0 一

く3.G 一 〈3.O 一

食 肉 く0.30 一
〈0.30 一

く0.30 一

肝臓 〈0.30 『 <0.30 }
. 〈0.30 『

9

糞便 2.3×102 一 2.3XlO2 一 3.6 一

食 肉 〈0.30. 一 〈0.30 『
〈0.30 一

肝臓 〈0.30 一
〈0.30 一 〈0.30 一

10

糞便 1.5×103 十 L5×103 十 〈3.0 一

食肉 〈0.30 一
く0.30 一 〈0.30 『

肝臓 〈G.30 『 〈0,.30 一. く0.30 一

定性 試験 の結果 を併せ て示 した。

・

叩
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表 一9-21牛 にお け る6加 ρ刀o加 認 θr検 出(定 量)試 験 結 果(/1、g).

と畜揚

番号

検体

番号

試験

部位

試験対象

砺即71。6。 。雄 属 α ノθ.ル刀f αoo1ゴ

1

糞便 〈3.0 一 く3。0 一
〈3.0 一

食 肉 〈0.30
一 <0.30 一 〈0.30 一

肝臓 〈0.30 一 <0.30 一
〈0.30 一

2

糞便 〈3.0
一

〈3.0 一 <3.0 一

食肉 く0.30 一 〈0.30 一 く0.30 『

肝臓 0.73 一 0.73 一

≦0.30
一

3

糞便 〈3,0 一
く3.0 一 〈3.0 一

食 肉 〈0.30 一 〈0,30 一
〈0.30 一

.肝臓 〈0.30
一

〈0.30 一 〈0.30 一

4

糞便 2.3×104
一

2.3×104 } 12 一

食肉 <0.30 一 〈0.30 一 <0.30 一

肝臓 4.6×102 一
4。6×102

一
〈0.30

1

_

5.

糞便 く3.0 一
〈3..0 一 <3.0 一

食肉 〈0.30
一

〈0.30 一 <0.30 『

肝臓 〈0.30
一

〈0.30 一 〈0.30 一

6

糞便 2..3×104 十 2.3×104 十 〈3.0 一

食 肉 く0.30 一 〈0.30 一
く0.30 『

肝臓 〈0.30 一 〈0.30 一
〈0.30 一

7

糞便 〈3LO 一
く3,0

一 <3.0 一

食内 <0.30 十 く0.30 十 くO.30 十

肝臓 〈0.30 } 〈0。30 『 〈0.30 一

.8

糞便 9.3×102 十 .9 。3×102 十 <3.0 一

食肉 0.36 十 0.36 十 <0..30 十

肝臓 0,62. 一 0.62 一
〈0.30 一

9.

糞便 <3.0 一
く3.0 一

〈3.0
口

一

食肉 <0.30 一 <0.30 一 <0.30 一

肝臓 1.9 十 1.9 十 〈0β0 一

10

糞 便. 〈3.0 一 〈3.0 一
〈3,0 一

食肉 〈0.・30
一

く0.30 一 〈0≧30 一

肝臓 〈0.30 一 〈0.30 一.
〈0130 _.

定性試 験 の結果 を併せ て示 した。
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.表 一9-22牛 に お け る幽 卯7!0加oオ θ∫検 出(定 量)試 験 結 果(/1g)

と畜場

番号

検体

番号

試験

部位

試験対象.

砧卯γん加 碗θ嘱 α ノθノ㎜f.
.

αoo!ゴ

22

1

糞便 9.3×102 十 9.3×102 十 〈3.0 一

食肉 く0.30 一 くO.30 『 〈O.30 一

肝臓 0.36 『 0.36. 一 く0.30 .一

「

.2

糞便 4.6×10ヨ 十 4.6×103 十 <3.0 一

食肉 〈0。30
一

く0.30.
皿

〈0.30
一

肝臓 <0.30 一 〈6.30
一

〈0.30 一

3

㌔

糞便
・2

.1×103 十 2」0×102
一「.一

2.3×102 十

食肉 〈0.30 一 く0.30
.

_ 〈0.30 _.

肝臓 4.3 十 4.3 十 〈0.30
一

4

糞便 4.6×103 十 4.6×103 十 〈3。0
一

食申 〈0.30 一 <0.30 } く0.30 一

肝臓 0.SO 十 O.30
・.十

くO.30 一

5

i糞便 〈3.0 一 〈3.0
,

_

〈3.0
一

食 肉 く0.30 『 〈0.30
一

〈0.30 一

肝臓 〈0.30 一 〈0.30 一 く0..30 一

6

糞便 〈3.0 一 く3.0 一 〈3.0 ア

食 肉 〈0.30 一 く0.30 一 く0.30 一

肝臓 く0.30 一 <0.30 一
〈0.30

一

7

.」

糞便 〈3.0
一

〈3.0
一

〈3.0
一

食肉
.

〈0.30
一

〈0.30 白 く0.30.
一

肝臓 〈0.30 一 〈0.30 一 〈0.30 一

.8

益 挿雰 ㍗ 43 十 43 十 く3.O 一

食 肉 <0.30 『 <0.30 一
く0.30

一

肝臓 〈0.30.
一

〈0.30 7 〈0.30
皿

9

糞便 く3.0 _. <3.0 直 〈3.0 一

食肉 く0β0 一 <0.30 一
〈0.30

一

肝臓 〈0.30 一 く0.30 一 くO.30 『

10

糞便 く3.0 一 く3.0 = <3.0 一

食肉 〈0.30 一 〈0130 一 〈0.30 『

肝臓 <0.30 一 <0.30 一 〈O.30 一

定性試験 の結 果 を併せ て示 した。

也

叩
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表 一9-23.牛 に お け る 幽伽710加 σ飽r検 出(定 量)試 験 結 果(/1g)

と畜場

番号

検体

番号

試験

部位

試験対象

砧卯 γわ 加oε θτ属 α ノθノμ刀ゴ αoo1ゴ ・

321

1

糞便 .4.6×103 十 4.6×103 十 く3.0 一

食肉 <0.30. 一
く0.30

一
〈0.30 一

肝臓 〈0.30
一

〈0.30 一
〈0.30 一

2

糞便 1.1×104 一
1.1×104

..一 く3.0 一

食 肉. 〈0.30 一 〈0.30 一
く0.30 一

肝臓 0β0 一 0.30 一 〈0.30 一

3

糞便 2.3×104 一 .2 .3×104
.

_ 〈3.0 一

食肉 〈0。36 一 〈0.30 一
〈0.30

一

肝臓 .<0.30 一 〈0.30 一
〈0.30 一

.4

.1

糞便 2.3×104 十 〈3.ρ. 一 2.3×.104 十

食肉 〈0.30
一

〈0.30 一 <0.30 一

肝臓 〈0.30 一 [・ 〈0.30 一 <0.30 一

5

糞便 4.6X工oa 十 4.6×103
』十

3.6 一

.食肉
く0.30 一

く0.30
一

.〈0.30.
一

肝臓 く〇三30 一
.く0.30 一 〈0,30 『

6

糞便 2.3×104 十 2.3×104 十 〈3.0 一

食 肉 <0.30 　
く0.30 一 〈0.30 一

肝臓 〈0.30. 一 〈0.30 一 <0,30 一

7

糞便 1.・1×10岨 . 十 F・.53
十 2.1×103 十

食肉 〈0.30 }

〈0.30
一

〈0.30 一

肝臓 く0.30
一

〈0。30 一 〈0.30 一

8

糞便 2.3×104 十 .2 .3×104 十 く3,0
一

食:肉 く0.30 一 〈0.30 一 く0.30 一

肝臓 0.36 } 0.36 一 く0.30 一

.9

糞便 2.4×103 十 .2.4×103 十
.

〈3.0 一

.

食肉 〈0.30 一
〈0.30 一

〈0.30 }

肝臓 〈0.30 一 〈0.30.
一

〈〔L30
」

一

10

糞便 2.3×104 十 .2
.3×104

.

_

2.4X'10・ 十

食肉 〈0,30 一
〈0.30

』 .〈0,30 一

肝臓 く0.30
一

〈0.30 一

.1

く0.30
一

定性試 験 の結果 を併せて示 した。
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表 一9-24牛 に お け る6加 ρア10加o彦 θz検出(定 量)試 験 結 果(/1g)

と畜場

番号

検体

番号

試験

部位

試験対象

幽 卯 ガo加 碗 θ■属 α ノθブ召刀f 6:001ゴ

24

1

1

糞便 〈3.0 一
〈3.0 一 <3。0 一

食 肉 〈0.30 一 〈0.30 一 <0.30 一

肝臓 〈0.30 『
く0.30' ..一 <0.30 一

「

2

糞便 23 十 23 十
.

〈3.0 一

食肉 <0.30 一
〈0.30 一

〈0.30
一

肝臓 〈0.30 一
く0.30

一
〈0.30 一

3

糞便 〈3LO
一

く3.0
一 〈3.0 一

食肉 〈0.30 一 〈0.30 一
く0.30 一

肝臓 〈0.30 一
〈0.30 一 <0.30 ㎜

4

糞便 〈3.0 一 く3.0 一
〈3.0 一

食 肉 <0.30 一
.〈0.30 一 〈0.30 一

肝臓 <0.30 一
く0.30 『 く0.30 一

5

糞便 1.1×104 十 1.1×104 十 43 一

食肉 〈0.30 一 .〈0
.30 一 .く0.30 一

肝瞬 〈0.30 .
一 〈0.30 一 <0.3q 一

6

糞便 2.3XlO4 十 2.3×104 十 3.0 一

食肉 く0.30 一 .〈0.30 一 <0.30 一

肝臓 <0.30 一
く0.30 一 〈0.30 一

7

L

糞便 2.3×104 十 2..3×104 十 .く3.0
一

食肉 〈0.30 一 <0.30 一
<0。30 一

肝臓 <0.30 一 〈0.30 一
く0.30 一

8

益伸四 晒 〈3.o 一
〈3.o .._ 〈3.0 一

食肉 く0.30
一

〈0.30 一 〈0.30 一

肝臓 〈0.30 一 〈0.30 '._

〈0.30
一

9

糞便 <3.0 　
く3.0 〒 〈3.0 一

食 肉 く0.30
一

〈0.30 一
く0.30 一

肝臓 〈0.30 一
〈0.30 一 <0.30 一

10

糞便 〈3.0 一 〈3.0 } 〈3。0 一

食肉 〈0.30 一
〈0.30 　

〈0.30 一

肝臓 〈0.30 一
〈0.30 一 <0.30 一

定性 試験 の結果 を併せて示 した。

Il .石
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表 一9-25 牛 にお ける6勧 ρ7/o加 髭砿検出(定 量)試 験結 果(/19).

と畜場

番号

検体

番 号

試験

部位

試験対寒

砲卯y1・卿 孟θ嘱 こ .ノθ.ルηf 0σoヱf

25

1

糞便 7.5×104 十 7.5×104 十
.〈3

.0 ㎜

食 肉 〈0,30 一
〈0.30 『 〈0.30 一

肝臓 〈0.30 一 <0.30 、 一 〈0.30 一

.2

糞便 4.3×102 十 4.3×102 十 <3.0 一

食肉 く0.30
一

〈0.30 一 <0.30 一

肝臓 0.36 十 o.36 十 く0.30
一

3

糞便 .・2.3×102 十 .2.3×102 ..÷ 〈3.0 一

食肉 <0.30 一
〈0.30 一

〈0.30 一

肝臓 く0.30 一
〈0。30・

一
〈0.30 一

4

糞便 93 十 93 十 〈3.0 一

食肉 <0.30 一
〈0.30 一

〈0.30 一

肝臓 〈0.30 一 〈0.30 一
〈0.30 一

5

糞便 4.6×103 十.
.4

.6×103 十 2.3×102 十

食肉 〈0.30
一

<0.30 一 <0.30 一

肝臓. 〈0.30 一 〈0.30. .
一

〈0.30 一

6

糞便 1.5×103 十 1i5×103 十 く3,0
一

食肉 く0.30
.

_ 〈0.30 一
〈0.30 一

肝臓 く0.30 } 〈0.30 一 <0.30 一

7

糞便 〈3.0 一
〈3.0

一
〈3.0 一.

食肉 く0.30
一

く0.30
.

_ 〈0.30 一

肝臓 く0.30. 一 〈0.30 .一 く0.30 一

8 .

糞便 〈3.0 一
く3.0

一

ζ3・0
皿

食肉 〈0.30
一

〈0.30 一 〈0.30 一

肝臓 〈0,30 十 〈0.30 、.十 〈0.30 一

9

糞便. 2.4×106 十 2.4×105 .十 <3.0 皿

食 肉 0.36 十 0..36 十 〈0,30 一

肝臓 〈0,30 一
〈0.30 一 〈0.30

1

一

10

糞便 <3.0 一 く3.0. 一 <3.0 一

食 肉 <0.30 一 <0.30 一 <0130 一

肝臓 <0.30 } 〈0.30 一
.1

く0.30 一

定性試 験の結果 を併せ て示 した。
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表 一9-26牛 に お け る 幽即 ア10加 碗 θr検出(定 量)試 験 結 果.(/1g).

と畜場

番号

検体

番号

試験

部位

試験対象

砧 卯 ア10占ヨσ孟θヱ属 己ノθノ切 ∫ `oolf

1

糞便 <3.0 一 <3.0 一 <3.0 一

食内 〈0.30 一
く0.30 一 <0.30 『

肝臓. 〈0.30 一 〈0.30
.

_ <0.30 一

「

2

糞便 〈3.0 一 〈3。0 一
〈3.0

一

食肉 〈0.30 一 く0.30 一
〈0.30 一

肝臓 .<0.30 一
く0.30 一

〈0.30 一

.3

糞便 <3.0 一 〈3;0
.L鵡

〈3.0 一

食肉 〈0.30. 一
く0。30

一
〈0.30 一

肝臓 〈0.30 一
〈0.30 一

〈0。30 一

4

糞便 <3.0 一 <3.0 一 〈3.0 一

食 肉 <O.30 『
〈0.30 　 <0.30 一

肝臓 <0.30 一 <0.30 . 一 〈0.30 一

5

糞便 1.1×104 十
.1

.1×104 :十 く3.0 一

食肉 〈0.30 一 〈0.30 『
く0.36 一

肝臓 く0.30 　
く0.30 一. <0.30 一

6

糞便 15 一
15 一

〈3.0 一

食肉 〈0.30 一
〈0.30

.
_

く0.30 一

肝臓 〈0.30 一 く0.30 「 一 〈0.30 一

7

」

糞便 1.5×102 十 く0.30 、 ≡ 一 1.5×102 十

:食肉 く0.30 一 <0.30
.
一 〈0β0 一

肝臓 <0.30 『
く0.30 .一 〈0.30 一

8

糞便 15
一

15 一
3.6 …

食 肉 <0.30 一 〈0.30 一 〈0.30 一

肝臓 7.5 十 7.5 十 〈0.30 一

9

糞便 2.3XlO5 十 2.3XlO5. 十 <3.0 十

食肉 〈0.30 一 <0.30 } 〈0.30 一

肝臓 〈0.30 .
一

〈0.30 .
=._

く0.30 }

10

i糞便 1.5xio4 十 ・ 1.5×104. 十 93 十

食 肉 〈0.30 一 く0.30
.

_

〈0,30 一

肝臓 .〈0 .30. 一 <0.30 一
〈0.30 }

定性試 験 の結果 を併せ て示 した。
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表 一9-27牛 にお け る 幽〃 ア!o加o飴z検 出(定 量)試 験 結 果(/1g>.

と.畜揚

番号

検 体

番 号一

試験

部位

試 験対象'

幽即710加 麗 砿 属 己 .ブθ.ノα刀ゴ. αoolf

剛

解

唱

27

L「.」

.1

糞便 4.6×103 ÷ 4.6×103 十 く3.0 一

食 肉 <0.30 一
〈0.30 一 <0.30 一

肝臓 0.91 一 0.91 一
く0。30 一

2

糞便 2.3×104 十 2.3×104 十 〈3.0 一

食肉 〈0.30 一
〈0.30 一 〈0.30 一

肝臓 1.1×102 十 1.1×10 十 く0.30 一

3

糞便 2.3XlO4 十 2.3XlO .十 〈3.0 　 .

食肉 〈0.30 十 <0.30 十 〈0.30 『

肝臓 〈0.30 一 <0.30
`一

<0.30 一

4

糞便 2.3×104 一 2.3XlOl 一 <3.0 一

食肉 〈0.30 一
〈0.30 一

く0.30 『

肝臓 く0.30 十 〈0.30 十 ≦0,30
一

5

糞便 9.3×104 一 9。3×104 『 ・〈3
.0

一

食肉 〈0.30 一
く0.30 一

〈0.30 一

肝臓 46 十 46 十 くO.30 .一

6

糞便 4.3×104 十 4.3×104 十 3よ6
一

食肉 〈0.30 一 〈0.30 .
一

〈0.30 一

肝臓 2.3×102 十 2.3×10 十 〈0.30 一

7

糞便 1.IX104 十 1.1×10 十 2.3×102 十

食肉 0.36 十 0.36 十 く0.30 一

肝臓 46 十 46 .十 <0.30 一

8

糞便 4.3×104 十 4.3×104 十 〈3.0
.

一

,

食肉 〈0.30 一
〈0.30 一

〈0.30 一

肝臓 2.3×102
一

213×102 『
〈0.30 一

9 .

糞便 〈3.0
「 一

〈3.0 1一 〈3.0 一

食肉 〈0..30
一

〈0.30 『 〈0L30 一

肝臓 〈0.30 一
〈0.30 .一 〈0..30 一

10

糞便 4.3×104 一
4.3×10・ 』

一
く3.6 一

食肉 〈0.30 一 <0.30 『
く0.130 一

肝臓 〈0.30 一 〈0.30 .._

.1

〈0.30 }

定性 試験 の結果を併 せて示 した。
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表 一9-28牛 にお け る6勘 ρア10加o亡 θz検 出(定 量)試 験結 果(/1g)

と畜場.

番号

検体

番号

試験

部位

試験対象

幽 躍ρ刀 ・加 ・オθ嘱 .61.ノ θ.ル 刀ゴ 6:001ゴ

82

圏

1

糞便 〈3.0 一
〈3.0 一 く3.0 一

食 肉 〈0.30 一 〈0.30 一 <0.30 一

肝臓 く0.30 一 〈0.30 一. く0.30 一

「

2

糞便 *** *** *** ;*** . *** ***

食肉 <O.30 一
〈0.30 一 〈0.30 一

肝臓 1.1 十 1.1 十 く0.30 一

3

1

糞便 〈3iO
　 <3.0

.

_ 〈3.0 『

食肉 〈0.30 一 <0.30 一
〈0.30 一

肝臓 〈0.30 一
〈0.30 一 〈0.30 一

4

糞便 〈3.0 一 〈3.0 一 <3.0. 一

食肉 く0.30 一 〈0.30 一 く0.30 一

肝臓 く0.30 一 〈0.30 一 〈0.30 一

5

糞便 *** *** *** *** *** ***

食肉 〈0,30 一 〈0.30 一 <O.30 一

肝臓 <0.30 一 〈0.30 一
〈0.30 一

6

糞便 *** *** .*** .*零* *** ***

食肉 〈0.30 一 <0.30 一 〈0.30 一

肝臓 〈0.30 一
〈0.30 一 <0.30 一

7

」

糞便
.4

。3×104 十 .4 .3×104 十 ・ 〈3.0 一

食肉 く0,.30 一 く0.30 〒 〈0.30 一

肝臓 0.94 一 0.94
.

_

〈0.30 一

.8

益価四 伽 43 十 43・ 十 3.0 一

食肉 く0.30
一

〈0.30 一 く0β0 一

肝臓 〈0.30 一 〈0.30. .一 ・ く0
.30

一

.9

糞便 2.4×103 十 2.4×103
.十

〈3.0 一

食肉 〈0,30
一

ぐ0.30 　 <0.30 一

肝臓. 〈0.30 一 <0.30 一 〈0.3G 一

10

糞便 〈3.0 一 〈3.0 ㎝ <3.0 一

食肉 〈0.30 一
〈0.30 『

く0.30
一

肝臓 、〈0.30 一
く0.30

_.

〈0.30 }

定性試験 の結果 を併せ て示 した。

***直:腸 便 が なか ったた め、試 験不可

＼4「

1杜:
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表 一9-29牛 に お け る6拗 ρア16加oオ θr検出(定 量)試 験 結 果(/1g)

と畜場

番号

検体

番号

試験

部位

試験対象

幽 躍ρπoん ∂o古θr属 .61ノθノα刀ゴ α001ゴ

29

1

糞便 2.4×103 十 2.4×103 十 〈3.0 一

食肉 〈0.30 一
く0.30 一

〈0.30 一

肝臓 〈0.30 一 <0.30 一 〈0.30 一

2

糞便 2.3×102 十 .2.3×102 十 <3.0 一

食肉. <0.30 『
く0.30 『 <0.30 一

肝臓
.

<0.30 一 〈0.30 一
〈0.30 　

3

糞便 〈3.0 一
〈3.0 .一 〈3。0 一

食肉. ぐ0.30 一 〈0.30 一 〈0.30 一

肝臓 〈⑪.30 一
〈0.30 一 <0.30 『

4

糞便 .2.3×105 十 2.3×105 十 23 十

食肉 <0.30 　
〈0.30 一

P

〈0.30 一

肝臓 〈0.30 一
く0.30. 一

く0,30
一

.5

糞便 〈3.0 一 <3.0 一
く3.0 『

食肉 〈0.30
一

く0.30 一 <0.30 一

肝臓 く0.30 一 <0.30 .一
〈0.30 一

6

糞便 <3.0 一 く3..0 一
く3.0 一

食肉 <0.30 } 〈0.30 } く0.30 一

肝臓 〈0.30 一
く0.30 一 く0.30 一

7

糞便 3.6 一
.3.6 一

〈3.0 一

食肉 〈0.30
一

く0.30 『 <0.30 一

肝臓 〈0.30 一 <0.30 一 〈0.30 一

8

糞便 3.6 一 3-6 一
く3.o

一

食 肉 <0.30 一
〈0.30. 一

く0。30 一

肝臓 〈0.30 一 く0.30 一 〈0.30 一

9

糞便 2.1XlO6 十 2.1XlO6 十 く3.0 一

食肉 〈0.30 一 <0.30 一 〈0.30 一

肝臓 4.3×102 十 4.3×102 十 〈0.30
1

._

10

糞便 <3.0 一
〈3.0 一 〈3.0 一

食肉 〈0.30 一
〈0.呂0 一 〈σ20 一

肝臓 〈0.30 一 <0.30 一

.1

〈0.30 一

定性試 験の結果 を併せ て示 した。
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表 一9-30牛 に お け る6如 ρ7/o加oオ θr検 出(定 量)試 験 結 果(/1g)

と畜場

番号.
検体

.番号

試験

部位

試験対象.

砺 擢ρガo加oオ θ嘱
「

oノ θノα刀ゴ αoo万

1

糞便 4.6×105 十 6.0 一 4,6 .X105 十

食 肉 <0.30 一
..く0.30

一
〈0.30 一

肝臓 0.94 十 0.94 .十 0.30 一

「

2

糞便 1.1×104 ㎝
1.1×104

一
〈3.0 一

食肉 〈0.30
一

〈0.30 一
〈0.30 一

肝臓 0.73 十 0.30 ÷ 0.36 一

3

1

糞便 2」3×104
一 2.3XlO4 一

〈3.0
一

食 肉 <0.30 一 <0.30 一
〈0.30 一

肝臓. 〈0.30 十 〈0.30 十 〈0.30 一

4

糞便 3.6 十 3.6 十 〈3.0 一

食肉 〈0.30 一
〈0.30 『 〈0.30 一

肝臓 く0.30 一 く0.30 一
〈0.30 一

5

糞便 4.4XlO2 一 4.4×102 一
3.0 　

`食 肉
く0.30. 一 <0.30 一

〈0.30 一

肝臓 2.1 十 2.1 十 <0.30 一

16

糞便 13 十 13 一 3.0 十

食肉 〈0.30
一

〈0.30 一 〈0.30 一

肝臓. 9.3 十 9.3 .十 く0.30 十

7

」

糞便 9.3×102 十 9.3×102 十 11 一

食肉 〈0,30 一 <0.30 一 <0.30 一

肝臓 0.94 一 0.94 一 <0.30.
一

8

糞 便' <3.0' 一
〈3.0 一 〈3.0 一

食肉 〈0.30 } <0.30 『
〈0.30 一

肝臓 0.62 一 0.62 一
0.30 一

9

糞便 2.3×104 一
9,3×103 『 2.7XlG2 一

食肉. 〈0.30
一

〈0.30 『 く0.30 一

肝臓 〈0.30
一

〈0.30 一 〈0.30 一

10

糞便 2.3×104 十 2.3×104 十 24 一

食 肉 〈0.30
一

〈0.30 一
〈0.30 一

肝臓 1.1 十 1.1 十 く0.30 一

定性 試 験の結果 を併せ て示 した。

』・
一 ノ

翫
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表 一9-31牛 に 挙 け る6加 ρア10加o飴 鹸 出(定 量)試 験 結 果(/lg)

と畜場

番 号

検体
番号

試験

部位

試験対象

幽即710加 ・ごθ嘱 .α ノθ卸 ゴ
αoo1ゴ

31

」1

糞便 く3.0 一
〈3.O ,

一
〈3.0 一

.、食 肉 〈0.30 一
〈0.30 一

〈0.30 一

、肝 臓 〈0.30 一
〈0.30 一 〈0.30 一

.2「

..糞便
〈3,0 一.

く3.0 一 「 〈3.0 一

食肉 〈O..30 一
〈0.30 .一

1.〈0.30
一

肝臓 〈0.30 『
〈0,30 一

〈0.30 .
一

3 .

糞便: 〈3.0 一 〈3.0 一
く3.0. 一

.食 肉 〈0.30 『
〈0.30 一 」

.

く0.30 一

.肝臓' 〈0.30 『 〈0,30 一
く0.30 一

4

糞便 〈3.0 一 <3..0 一
〈3.0 一

食肉. く0.30 一
く0〒30 一 :<oi30 一

肝臓 く0.30 一
く0.30 一 <0.301 一

5

糞標.. く3.0 ■_
く3。0 一 〈3.0 一

食肉 〈0.30 一
〈O.30 『 〈0.30 一

-

肝臓 〈0.30 一 <0.30 一 '〈Oi30 一

6

糞便 〈3.0 一
〈3.0 一 〈3ごO 噛

食肉 〈0.30 一 <0.30 『 〈0.30 一

肝臓 くq.30 『 <O.30 一
く0.30 一

7

糞便 〈3.0 一 く3.0 一 〈3.d 一

傘肉 く0.30. 一 〈0.30 .一
〈0.30 一

肝臓 く0.30 一
〈0.30 .一 く0.30. .

『

8

糞便 <3.O 一
く3.0 『 〈3.0 一

食肉 〈0.30 一
〈0。30 一

く0.30
.

_

肝臓 く0. .30
一

〈0.30 一 、 〈0.30. 一

9

糞便 〈3.0 一
く3.0 一 〈3」0 一

食肉 〈0.30 一 〈0.30 一
く0L30 『

肝臓1 〈0.30. 一
く0,30 一

■
<0.30・ 一

10

糞便 く3..0 一
〈3.,0

一 ...

「

〈3.O. 一

食肉 〈030 一 <0.30 一 <o.きOl 一

肝臓. 〈0.30
一

〈0.30 一.
.<0..30 一

定性試験の結果を併せて示 した。



表畦0-1糞 便における各汚染率(定 量〉(%)

汚染率 試験対象
...齢

と畜場略号

北海道/東 北 関東/甲 信越 東海/北 陸

1 3 3
'
4 5

%

6 7 8 9ヒ' 10 11 12 13. 1タ 15 16

牛群内汚染率

}

幽卯ガ。わヨ。紛 属 70. 80 o 」 一

0 80 70 一29. 90 30 0. 40 .10
一100

80 40
r

50

oノ θノ㎝ ゴ' 60.
.'80 0 0 80 70. 20 go. 30. 0 40 10 100 80 40 50

αooヱ ゴ 30 .40 o 0 . 30 50 10
'
20 ρ 0 0 0 20 0 10 .0 .

地域内汚染率

幽即ゆ 伽 竺 属 44 25 68

の 。吻 ゴ 43. 25. 68.・
「

6:001ゴ 18 「

, ,0' 3

牛群汚染率

血珈b螂 蠣 49
L

.61ノ θLメ鵬 ゴ 、48'・

Ooo1ゴ
.一 15

近畿 中国/四 国 九州/沖 縄

17i18ilgi20 21i22i23
1241

.25i26i271.28 2gi30131

20 20 60. 30 30 50 100 40 70 60 90 43 60 90 0

20 20 60 30 30 50 90 40 7q 50
'
gO 、43 60・ 90 0

0 0 10 10 10` 10 40
..20

10..30 20. 14 10 60 0

33 SO 67.

33
i 57. 56

5. 20 21

「.

'し

、 ＼

牛群内汚染率(%)=1と 畜場当た りの 甜 皿姻b加 σ睨

...・醜 弊 れ繊 懲 ÷1と畜脳 た
りの検体数 ×100

地域内汚染率(%)=1地 域当た りの.α 湖励 加σ幽θrが

一
.検出 された検体数 ÷1'地 域 あた りの

検体数X、100

牛群汚染串(%)=幽 皿帥 加`紐 が検出された検体数

÷調査対象検体数 ×100

ー

冨

αq
Φ

8
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表 一10-2 食肉における各汚染率(定量)(%)

、

騨 率
試験対象

脆.

北廃/東 北

暗場壁
関東/申 信越 東海/北 陸

1'

'

!2 3 4
L

5 ,⑥' 71
.
.8 9 10 11112.1

'
13.1'i4' 15 16

.
牛群内汚鰹

伽 ρ∫10ん80オ θf属 20 30 0 0 0 90 o'. 20 0 0』 oi
.o一

.oi10 0

.「σ
r

α蜘{
..

20. 20 0

.
0 b go o' ol 0. 0 0.rid 0』1110 伽 0 0

Ooo1ゴ
1σ'「

.io 0 0』 0
.
70. 0 20 . 0

.
0 oio o`i .o q 0

地域内汚癬..
卿 露。加σ諭 属. 16 0 3

αノ。加f.,昌
「.

12 0 3

伽1ゴ1 11.. 0 0

牛群汚染奉

幽卯ガ吻 孟6嘱
'8

・

,

.・ 蜘 乙r崩 一

一

7

αooヱ ゴ

.一.
、4・

,

近畿 中国/四 国 九州/沖縄.

17 18 19 20 .21 22 23. 24 25.
.自6

27 28 .29 30 31

26.. .10. .30.'
0.呪.10 0. 0 Q 10 0 10 0 0 0

.0 .

』

20 10 30 ρ.「. 1q 'q

、
d o 10 0 10 o 0 0 0

0 0 10' 0 0 0. 0...『 〇 ニ ド0
肖0.

0 0
.0

0
'0=

,15、 .
3「 3.

.15
i」 .3'

「

.
.3

3 0 .』.0.'.

目..
、

、. り.

牛群内汚染率(%)=1と 畜場当た りの 砧 皿甥b加`ホ θr

が検出さ.れた検体数÷1と 畜場当た

りの検体数X100.

地域内汚染率(%);1地 域当た りの 伽 皿帥 加σ6arが.

検出された検体数 新1地 域あた り.の .

検体数X100'

牛群汚染率(%)自 砺 岬o加o飴rが 検出 された検体数

÷調査対象検体数x100

ー

冨

αq
o

①
一
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表一10-3.肝 臓 における各汚染率(定 量)(%)

汚 染 率 ・' 試験対象

と畜場略号

北海道/東 北 蘇/甲 信越 東海/北 陸

1 21 3. 4.
「ゴ5.

'1

.q1『 -.7
8 9 10 11 12 13 . 14 15 16

牛翻 汚染率

磁聯1・吻 施礪 40...、..80

`
.P. P 60 go一 0 70 0 .0 2ψ 0.一 40 :`10 40 σ

■.

αノθノ㎜f 20 7σ. 0 0 60. 80. 0 70 o 0 20 0 40 工0 40田1 0

α ・・1ゴ... .2σ.
.
.5σ 0 0 0 6b .0 10 0'. 0

.
0 .0

.10
一 〇 30 0

`

地域噸 弊
師 鋤塑 輩属

山;

34 10 ..23

傭迦 30 10 23

4・61ゴ 14.
}層

0 10

牛群麟 率1

晶珈,傭 鵡. ,25

α空.加. 24
L.-

α σ01ゴ

7
r

7
層

..「

近 畿. ..中国/四 国 ., .九 州/沖 縄

17 18 19 20 21 22 23「 24 25 を6127 28 29 . 30 31

30 10、 30 ・.0㌦ 40 30 20 ・0 10 10i60 20 10. 70 0

30 10
.
30.. ∴0 40 .30・ 20 0 10 10「i60 20 10 70 0

0 . 0 0 0. 0 0 0・ 0 0. oio 二

〇 0 30唱 0.

18 30 23

18 30
"23

i

O 0
'
4

-..一

脚

〆

」
＼

'し

牛群内汚染率(%)冨1と 畜場当た りの 砧 加吻 加o雄

が検出された検体数÷1と 畜場当た

りゐ検体数XIOO、.

地域内汚染率(%)=1地 域 当た りの(茄 加励 加ぱ齪 が

検出 され た検体数 ÷1地 域あた りの

検体数 ×100

牛群汚染率(%)〒0抽 吻 加話砿 が検出された検体数

÷調査対象検体数X100
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σq
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露
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表一11-1糞 便 にお ける各汚染率(全 体)(%)

汚染率. 試騨 象
と畜場略号 、

攣 道/靴 関東/甲 信越 東海/北 陸

1

.2

1.3『 自 ・5

.
卜

6 テ 8 9 .
10' 11. 12 i3 14 15 16

牛群内汚継

幽凋ρガo加o孟 θr属 8q 10010iO 90 80 60 90 40. 0 60 20 .100 80 40 70..

oプ θ.メ㎝ ゴ ・ ・ 60 goiO
.iq『

90 80 60.
. gq 40 0 60 20

;oσ'
80 49 70

』

6こoo1ゴ 60 . 661σ.i£
二

30' 60 io: 20 、 0

'

0 0 0 20 .0 10 0

地城内汚染準

6鋤71δ 加砿砿 属.
■.

54 40 73'

oメ 。加 ゴ
.
、51 40 . 73

自oo1ゴ ご. 24 0 8

牛群汚染率

伽卯ガ ∂加露配 属 55
.

禦 53

α 』oノゴ
.
17

近畿 中国/四 国 九州/沖 縄

17. 18 19 皇0 . 2ゴ.` 2盆 23
.
2べ 25. 26. 27 28 29 30 31

20 20 80. 30
'
30 50 .100 40. 70 6q

.
90

..43
. 60 90 0

20 20 80 30 30 50 90 40 70 5G
.
90 43 60 90 0

o 0 10 10 10 10 40. 2b 10 ,.40 20 14 10 60 0

38 60 57

一38
一

.一..57'
.56

・

層

5- 20 22

L

,

牛群内汚染率(%)寓1と 畜場当た りの αi血励 功aσ6餅

が検 出された検体数÷1と 畜揚当た

りの検体数X100

地域内汚染率(%)胃1地 城当た りの 醸皿卿b加6蹴 が.

検出 され た検体数ナ1地 域あた りの

検体数 ×100・

牛群汚染率(%)肝6㍗ 加卿 加磁冴.が換出 された検体数

÷調査対象検体数X100
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表一11-2食 肉における各汚染率(全 体〉(%)

融 率 試験対象

と畜場略号

北海道/東 北 関東/甲 信越 東海/北 陸.'

1 2 3 4 5 6 7
. 8 gi1σ 11 12

.

13 1荏 15 16

牛翻 汚染率

伽 ρア1吻 ρオθ嘱 50. 30 .q 0 0 90㌧ 0 . 30 。.io. 0
」

0., 30 .
:`40

.
0

r

O

αプθL加ゴ 40. 20 0 OF 0
.
gq q 10 oio 0' 0 30 40 0 0'

Ooo1ゴ 20 10 0 0 0. 90 0 20 oio .0 0. 0

.

0 0 0.

地域内汚染率

伽幽些 蠣 20. 0. 18

の 。加 ゴ 16 0` 18

Ooo!ゴ.. .14' 0 0

牛群汚染率

砧珈夕1・み直・諭 属.:.. '13

馳

望伽
..ゴ..… 一

12

δoolf. . 5

近畿 中国/四 国. 九州/沖 縄

17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30i31

20 10. 50. o
『30

0 0 0 10 0 20 0 0 0 0

20 10 50 0 30. 0 0 0 10 0. 20 ・0 0 0 0

0 0 10 .0 20 o 0 0 0 0 0 0 0 0 . 0

20 1σ 4

20 10 .4

3 7 0

.

!

＼
＼.

牛群内汚染率(%)=1と .畜場当た りの 伽 皿励 加磁匪

が検出 された検体数÷1と 畜場当た

りの検体数 ×100

地域内汚染率(%)=1地 域 当た りの 砿 姻 σ加o孟θrが

検出 された検体数 ÷1地 域あた りのr

検体数 ×100

牛群汚染率(%〉胃 伽 曜b加 晦rが 検出された検体数

÷調査対象検体数X100

g

閃
Φ

罐

.
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表一11-3肝 臓における各汚染率(全 体)(%)

汚染率 試験対象

と畜場略号

北海道/東 北 関東/甲 信越 東海/北 陸

1 2 3 4 5
-
6 7 8 9 . 10 1】 12 13 . 14 15 16

牛群内汚染率

6ヨ〃ρyloカ ∂oずθ'属 40 80 0 0 60 90 0 70 0 o 20 0 40 10 50 o.

乙 ノθノ〃刀1 20 70 0 0 60 8q 0 70 D 0 20 o 40 10 50 0

己oo〃 . .3D 50 0 0 0 60 0 10 o 0 0 0 10 0 30 0
!

地域内汚染率

68即yloウ80'θf属 34 10 25

αノθ加1 3D 10 25

£60/1 15 0 10
=

牛群汚染率

伽 ρy/o傭 研 属 27

α ノθ1〃〃1 25
蟹

Ooo〃. 7

,

近畿 中国/四 国 九州/沖 縄
.
17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28・i29 3⑪ 31

30 ・10 30 0 40 30 20 D 20 10 70
1

20 10 80
.o

30 10 30 0 40 30 20 1} 20 10 70 20 10 80 0

0 0 0. 0 0 0 0 {} 0 0 o 0 0 40 0

18 30 26

18
一

30'一

.26 .

0 0 5

・

牛群内汚染率(%)=1と 畜場当た りの6旨 加帥 加o蹴

が検出された検体数÷1と 畜場当た

りの検体数X100

地域内汚染率(%)=1地 域当た りの 砧 加野40加 魔由 が

検出された棟体数÷1地 域あた りの

検体数X工00

牛群汚染率(%〉昌oa嘲o加o診a1・ が検出された検体数

÷調査対象検体数X100

冨

。q
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